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万
暦
期
思
潮
に
お
け
る
羅
近
渓
の
「
本
末
格
物
説
」
の
位
置 

ー
現
成
良
知
の
諸
相
の
観
点
か
ら
ー 
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王
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現
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知
・
格
物
・
本
末
格
物
・
光
景
・ 

習
気
・
赤
子
・
孝
悌
・
六
諭
・
敬 

  
 
 

第
一
章 

は
じ
め
に 

陽
明
門
下
直
弟
子
世
代
の
後
、
万
暦
期
の
羅
近
渓
（

1
）

（
名
は
汝
芳
、
字
は
惟
徳
。

江
西
南
城
の
人
。
一
五
一
五
～
一
五
八
八
）
の
学
統
は
「
王
心
斉
ー
徐
波
石
ー
顔
山

農
ー
羅
近
渓
」（
『
明
儒
学
案
』
巻
34
「
泰
州
学
案
」）
と
な
っ
て
い
る
。
近
溪
は
「
龍

渓
は
筆
、
舌
に
勝
り
、
近
溪
は
舌
、
筆
に
勝
る
」
と
評
さ
れ
王
龍
渓
（
1498
～
1583
）
と

並
ん
で
現
成
良
知
説
の
「
二
溪
」
と
言
わ
れ
る
。
政
治
的
に
は
張
居
正
（
1525
～
1582
）

と
対
立
し
、
ま
た
「
遺
行
」
が
指
摘
さ
れ
る
。
し
か
し
近
溪
が
開
催
し
た
講
会
に
は

庶
民
の
み
な
ら
ず
同
僚
の
官
吏
も
参
加
し
て
お
り
、
そ
こ
で
は
「
六
諭
」
の
孝
悌
思

想
が
中
核
と
な
っ
て
、
人
心
の
覚
醒
を
促
し
て
い
た
。
ま
た
型
破
り
な
手
腕
で
実
績

を
あ
げ
る
有
能
な
「
実
効
的
行
政
官
吏
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

近
溪
の
思
想
の
基
本
は
、「
聖
賢
言
学
、
必
有
個
頭
脳
。
頭
脳
者
、
乃
吾
心
、
性
命

而
得
之
天
者
也
。
」（
p85
）
と
あ
る
よ
う
に
「
心
学
」
と
言
え
よ
う
。
思
想
の
大
略
は
、

「
赤
子
良
心
」
と
「
万
物
同
体
」
と
さ
れ
る
。（

2
）

近
溪
は
「
赤
子
の
心
」
を
中
核
と

し
て
万
物
一
体
論
を
説
く
が
、
陽
明
学
の
万
物
一
体
論
は
、「
抜
本
塞
源
論
」
に
鮮
や

か
に
示
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
や
む
べ
か
ら
ざ
る
「
真
情
」
を
横
溢
さ
せ
、「
生
民
の
困

苦
荼
毒
」
を
「
吾
身
の
疾
痛
」
と
感
受
し
て
社
会
の
病
弊
に
立
ち
向
か
う
熱
情
を
示

す
（
伝
・
中
・
答
顧
東
橋
）。
こ
の
万
物
一
体
論
は
無
的
（
無
執
着
・
無
定
体
・
無
分

別
・
無
作
為
）
性
格
の
渾
一
的
現
成
良
知
論
に
顕
著
に
示
さ
れ
る
。
当
下
主
義
の
近

溪
は
龍
渓
と
同
様
に
現
成
論
と
さ
れ
る
が
、
た
だ
、
近
渓
の
万
物
一
体
論
は
他
の
王

門
諸
士
と
は
異
な
る
特
徴
が
あ
る
。
そ
れ
は
陽
明
の
万
物
一
体
論
に
、
宋
代
湖
南
学

派
の
胡
宏
の
「
人
君
聨
属
天
下
以
成
其
身
者
也
。
」（

3
）

を
融
合
し
、
例
え
ば
「
蓋
仁

者
、渾
然
与
物
同
体
。
故
大
人
聯
属
家
国
天
下
以
成
其
身
。」
と
展
開
す
る
の
で
あ
る
。

王
門
で
あ
れ
ば
陽
明
の
「
大
人
者
、
以
天
地
万
物
為
一
体
者
也
。」
（「
大
学
問
」
）
を

念
頭
に
置
く
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
近
渓
の
万
物
一
体
論
の
特
質
の
一
端
、
つ
ま
り
「
万

物
一
体
」
の
内
実
に
「
聯
属
」
の
意
味
が
重
ね
ら
れ
他
者
・
社
会
と
の
関
係
態
の
あ

り
方
に
独
自
性
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
ま
た
格
物
説
に
反
映
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
想
定
で
き
る
。 

 

ま
た
龍
渓
は
、「
無
善
無
悪
」
を
強
調
し
四
無
説
を
主
張
し
た
。「
無
善
無
悪
」
を

中
核
と
す
る
現
成
良
知
論
は
、
万
暦
期
に
は
倫
常
無
視
、
理
欲
・
性
情
混
同
で
あ
る

と
し
て
東
林
学
の
人
士
か
ら
批
判
さ
れ
る
。
そ
し
て
批
判
論
が
形
成
さ
れ
る
過
程
で

近
溪
の
言
動
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
る
（

4
）

。
東
林
側
の
批
判
は
、
龍
渓
の
「
無
善

無
悪
」
の
渾
一
的
現
成
論
が
該
当
す
る
。
と
こ
ろ
が
近
渓
に
は
一
度
も
「
無
善
無
悪
」

の
語
は
見
ら
れ
ず
、
近
溪
が
本
体
の
性
質
と
し
て
説
い
た
の
は
「
無
声
無
臭
」
で
あ

る
。
近
渓
の
現
成
論
が
必
ず
し
も
龍
渓
の
現
成
論
と
は
同
質
と
は
い
え
ず
、
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。 

 

注
意
す
べ
き
は
近
溪
が
陽
明
に
傾
倒
し
「
人
人
具
足
、
個
個
完
全
」「
今
受
用
的
、

則
斯
現
在
良
知
、
而
聖
体
具
足
」
（
p105
）
と
現
成
良
知
を
受
容
す
る
一
方
で
、
陽
明

の
良
知
説
は
孟
子
の
「
良
知
良
能
」
を
十
分
に
踏
ま
え
て
い
な
い
と
不
満
を
表
明
し
、

「
致
良
知
」
の
「
致
」
は
「
養
・
推
」
と
定
義
し
、「
不
正
を
正
す
」
工
夫
で
は
な
い

と
し
て
い
る
（
p86
）
。
陽
明
の
良
知
説
と
は
、
必
ず
し
も
同
質
と
は
言
え
な
い
の
で

あ
る
。 

 

さ
ら
に
近
溪
が
自
負
す
る
格
物
説
は
、
格
物
の
物
を
「
物
有
本
末
」
の
物
と
す
る
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「
本
末
格
物
説
」
で
あ
り
、
王
心
斎
（
1483
～
1540
）
と
同
じ
内
容
で
あ
る
（

5
）

（
顔
山

農
か
ら
直
接
、
心
斎
の
格
物
説
を
教
示
さ
れ
た
記
録
な
い
）
。
既
存
の
朱
子
学
、
陽
明

学
の
格
物
論
で
は
な
く
て
な
ぜ
「
独
自
」
の
格
物
論
を
主
張
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
の
か
。 

 

以
上
、
指
摘
し
た
「
聯
属
と
一
体
」
「
無
善
無
悪
と
無
声
無
臭
」
「
良
知
・
致
良

知
」「
本
末
格
物
説
」
な
ど
、
い
ず
れ
も
陽
明
思
想
の
根
幹
に
深
く
関
わ
り
、
学
統
な

ど
に
と
ら
わ
れ
ず
根
底
か
ら
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
。 

 

ま
た
「
本
末
格
物
説
」
は
、
十
六
世
紀
後
半
か
ら
流
行
し
、
少
な
か
ら
ぬ
人
士

に
影
響
を
与
え
て
い
た
偽
書
『
石
経
大
学
』
と
の
共
通
性
が
強
い
。
従
っ
て
近
溪
の

本
末
格
物
説
を
「
単
独
」「
個
別
」
の
思
想
と
し
て
で
は
な
く
本
末
格
物
説
を
通
し
て

「
思
潮
」
の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
本
稿
は
そ
の
射
程
の
中

で
の
考
察
で
あ
る
。 

 
 
 

第
二
章 

羅
近
溪
の
思
想
形
成
と
思
潮 

 

近
溪
が
格
物
で
難
渋
し
、
父
親
と
議
論
を
重
ね
、
三
十
八
才
で
漸
く
「
忽
悟
格

物
」
に
至
る
過
程
を
軸
に
し
て
考
察
を
進
め
た
い
（

6
）

。 

 

近
溪
の
思
想
形
成
に
お
い
て
父
母
の
敎
育
へ
の
関
与
、
家
庭
環
境
は
看
過
で
き

な
い
。
当
然
そ
の
背
後
の
宗
族
も
念
頭
に
置
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
近
溪
は
「
儒
家
（
読

書
人
の
家
）
に
生
ま
れ
た
事
に
感
謝
し
、
母
か
ら
は
『
孝
経
』・『
小
学
』・『
論
語
』
・

『
孟
子
』
を
教
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
親
族
・
兄
弟
の
間
で
愛
情
を
豊
か
に
受
け

て
生
育
し
て
い
る
（

7
）

。 

 

十
五
才
で
挙
業
を
始
め
、
道
学
を
自
任
し
「
科
名
宦
業
」
に
は
目
も
く
れ
ず
ひ

た
す
ら
「
好
人
」
を
め
ざ
し
、
「
諸
儒
の
各
様
の
工
夫
」
（
p231
）
、
『
近
思
録
』
『
性
理

大
全
』
の
説
く
と
こ
ろ
を
寝
食
を
忘
れ
て
実
践
す
る
（
p52
）
。
し
か
し
満
足
を
得
ら

れ
ず
、
『
伝
習
録
』
に
諸
儒
の
批
判
が
あ
っ
た
の
で
、
陸
象
山
、
楊
慈
湖
を
読
ん
だ
。

し
か
し
「
三
先
生
」
（
陽
明
・
象
山
・
慈
湖
）
の
工
夫
に
は
常
に
窒
礙
を
お
ぼ
え
た
、

と
い
う
。
つ
ま
り
当
時
の
一
般
的
な
朱
子
学
の
基
本
図
書
『
近
思
録
』『
性
理
大
全
』

に
不
満
を
覚
え
、
さ
ら
に
陽
明
・
象
山
・
慈
湖
と
い
う
「
心
学
」
系
統
の
思
想
も
す

ぐ
に
は
受
用
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（

8
）

。 

 

十
七
才
、
明
初
の
実
践
的
朱
子
学
者
薛
敬
軒
（

9
）
（
1389
～
1464
）
の
「
万
起
万
滅
之

私
、
乱
吾
心
久
矣
。
今
当
悉
皆
掃
去
以
全
吾
湛
然
之
性
。
」
（
読
書
録
・
巻
一
）
に
発

憤
し
て
「
聖
賢
」
を
志
し
て
い
た
が
挫
折
す
る
。
お
そ
ら
く
は
、
「
澄
然
湛
然
之
体
」

を
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

こ
の
様
な
彷
徨
中
、
再
度
、
細
か
に
『
論
語
』
『
大
学
』
『
中
庸
』
『
孟
子
』
を
読

み
、「
一
切
の
経
書
は
皆
な
必
ず
孝
悌
に
帰
会
す
る
」（
p52
）
と
理
解
し
、
孝
悌
が
そ

れ
ら
の
核
心
で
あ
る
と
認
識
す
る
。 

 

二
十
六
才
（
1540
）
顔
山
農
（
名
は
鈞
、
字
は
子
和
。
江
西
永
新
の
人
。）
に
出
会

い
「
制
欲
非
体
仁
」
の
教
言
を
得
る
。
そ
の
問
答
は
こ
う
で
あ
る
。
近
溪
が
山
農
に

重
大
な
生
死
・
特
別
の
場
面
で
も
心
・
念
を
乱
す
こ
と
は
な
い
と
言
っ
た
と
こ
ろ
、

山
農
は
「
こ
れ
は
欲
を
制
止
す
る
こ
と
で
仁
を
体
現
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
応
じ

た
。
近
溪
は
「
己
私
を
克
去
し
、
天
理
に
復
還
る
」
と
主
張
し
た
。
山
農
は
『
孟
子
』

の
四
端
拡
充
を
説
い
て
、
こ
の
よ
う
に
内
側
、
本
体
か
ら
拡
充
し
て
い
く
よ
う
に
す

る
な
ら
「
体
仁
」
は
簡
単
で
あ
る
と
説
い
た
。
つ
ま
り
山
農
は
本
体
の
熱
量
を
「
欲

を
制
止
す
る
」
方
向
で
発
動
す
る
の
で
は
な
く
、
本
体
そ
れ
自
身
の
熱
量
を
一
層
強

く
顕
現
す
る
方
向
で
十
全
に
「
天
性
」
を
そ
こ
な
う
こ
と
な
く
、「
己
私
」
を
除
去
で

き
る
と
す
る
。
そ
れ
を
聞
い
て
近
溪
は
道
の
真
脈
・
学
の
真
伝
で
あ
る
と
し
て
師
事

し
た
（
p231
）。 

 

近
溪
の
「
制
欲
」
は
顔
山
農
よ
り
す
れ
ば
、
欲
を
制
止
、
抑
制
す
る
こ
と
に
注

力
し
て
、
本
体
（
天
性
）
の
生
意
に
気
づ
か
ず
、
「
天
性
」
を
喪
失
し
た
「
去
欲
論
」

で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
近
溪
は
発
動
（
已
発
）
現
象
・
事
象
に
左
右
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
る
（
p231
）
。
顔
山
農
の
言
説
は
、
後
の
近
溪
の
去
欲
論
に
影
響
を
与
え
た

と
言
え
る
（
後
述
参
照
）
。 

 

 
山
農
と
の
出
会
い
以
後
、
三
十
才
（
1554
）
秋
、
顔
山
農
に
侍
師
し
て
王
心
斎
の

祠
（
心
斎
は
一
五
四
一
年
卒
）
に
謁
す
る
な
ど
交
流
し
て
い
る
が
、
三
十
五
才
（

1549
）

の
時
格
物
が
了
解
で
き
な
い
（

p231
）
と
苦
悩
を
漏
ら
し
て
お
り
、
そ
れ
は
三
十
八
才

の
「
忽
悟
格
物
」
ま
で
つ
づ
く
の
で
あ
る
。 

 

た
だ
そ
の
間
、
当
時
王
門
下
の
錚
々
た
る
人
士
と
交
流
し
て
い
る
。
二
十
六
才
、
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先
述
の
顔
山
農
、
当
然
、
王
心
斎
の
学
術
（
本
末
格
物
説
＝
淮
南
格
物
説
）
も
知
り

得
た
で
あ
ろ
う
。
二
十
九
才
、
念
庵
の
弟
子
で
あ
り
、
後
述
の
近
溪
と
同
様
の
格
物

論
を
提
示
す
る
胡
盧
山
（
1517
～
1585
）
、
三
十
才
に
は
、
徐
波
石
・
顔
中
渓
（
顔
鈞
の

仲
兄
）
で
あ
る
。
着
目
す
べ
き
は
三
十
三
才
の
時
に
顔
鈞
・
聶
双
江
（
1487
～
1563
）・

羅
念
庵
（
1504
～
1564
）
・
鄒
東
廓
（
1491
～
1562

）
・
劉
獅
泉
・
董
蓉
山
、
三
十
六
才
の
時

に
陽
明
の
高
足
の
王
龍
渓
（
1498
～
1583
）
と
銭
緒
山
（
1498
～
1574
）・
趙
大
洲
と
交
流
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
龍
渓
、
緒
山
は
陽
明
思
想
の
根
本
問
題
で
あ
る
天
泉
橋
問
答

の
四
句
教
に
お
い
て
四
無
説
、
四
有
説
を
提
示
し
た
。
双
江
は
帰
寂
説
で
龍
渓
の
現

成
良
知
論
を
批
判
し
、
念
庵
は
、
龍
渓
の
現
成
説
か
ら
双
江
の
帰
寂
説
へ
と
変
遷
を

経
て
独
自
の
思
想
を
開
拓
し
、
龍
渓
に
対
し
「
現
成
良
知
な
し
」
と
批
判
し
た
。
鄒

東
廓
は
無
善
無
悪
を
「
至
善
無
悪
」
と
解
釈
し
て
い
た
。 

 

こ
の
よ
う
に
陽
明
門
下
が
多
様
に
展
開
し
た
の
は
良
知
を
歪
曲
す
る
「
習
気
」

「
習
心
」
へ
の
認
識
と
対
応
が
そ
れ
ぞ
れ
個
個
の
良
知
観
、
人
間
観
（
上
根
か
中
下

根
か
）
で
異
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
、
四
無
説
（
上
根
）
の
現
成
良
知
説
で
は
、

「
中
人
」
へ
の
対
応
が
困
難
で
あ
る
。
（
伝
・
下
115

（

10
）

）
。 

 

こ
の
困
難
に
つ
い
て
は
龍
渓
と
念
庵
の
議
論
で
の
、
「
現
成
良
知
な
し
」
「
当
下

不
信
」
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
習
気
汚
染
に
対
す
る
現
成
良
知
論
の
構
造
的
脆
弱

性
が
原
因
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
理
気
一
体
の
良
知
が
渾
然
一
体
で
あ
る
た
め
実
践

主
体
に
染
み
込
ん
で
い
る
習
気
は
、
本
体
と
一
味
で
分
離
で
き
な
い
。「
破
除
す
る
の

利
刀
、
一
照
す
れ
ば
即
ち
破
る
」
（
王
龍
渓
集
・
巻
17
尚
賢
以
徳
説
）
の
で
「
本
体

即
工
夫
」
と
し
て
主
宰
性
を
発
揮
す
る
と
し
て
も
、
判
断
主
体
そ
の
も
の
に
お
け
る

習
気
の
汚
染
を
「
他
」
は
破
除
で
き
な
い
。
本
体
即
工
夫
と
す
る
本
体
の
自
律
能
力

の
信
頼
は
永
遠
に
得
ら
れ
な
い
。
念
庵
の
指
摘
は
渾
一
的
現
成
説
の
構
造
的
脆
弱
性

を
白
日
も
と
に
晒
し
て
い
た
の
で
あ
る
（

11
）

。 

 

加
え
て
現
成
良
知
の
自
律
克
治
、
「
本
体
即
工
夫
」
は
、
未
已
一
味
の
現
場
に
於

い
て
主
宰
性
が
顕
現
さ
れ
る
。
そ
の
現
場
は
常
に
「
発
動
・
已
発
の
現
場
」
で
あ
る

の
で
、
当
下
現
在
に
時
々
刻
々
、
「
煩
悩
則
菩
提
」
「
真
妄
一
如
」
と
い
う
「
万
欲
沸

騰
」
す
る
渾
一
の
現
場
で
あ
る
。
そ
こ
で
習
染
に
左
右
さ
れ
る
「
中
人
」
が
、
主
宰

性
を
発
揮
し
、
習
気
を
脱
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
の
で
あ
る
。 

 

し
か
し
近
溪
は
「
中
人
」
の
習
気
を
重
視
す
る
「
四
有
説
」
を
選
択
し
な
い
。

お
そ
ら
く
は
四
有
説
の
去
欲
は
意
念
の
発
動
に
対
す
る
工
夫
の
過
程
で「
工
夫
の
熟
」

の
段
階
が
あ
る
た
め
「
本
体
を
対
象
化
し
て
求
め
る
」
傾
向
が
生
じ
、
本
体
と
の
乖

離
が
発
生
す
る
の
を
恐
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。 

 

構
造
的
脆
弱
性
を
抱
え
る
渾
一
的
現
成
良
知
説
で
中
人
が
習
気
、
及
び
そ
れ
に

よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
る
光
景
を
回
避
し
、
主
宰
性
を
発
揮
す
る
に
は
ど
の
よ
う
に
す

れ
ば
よ
い
の
か
。
近
溪
が
「
忽
悟
格
物
」
ま
で
の
苦
闘
し
た
理
由
で
あ
ろ
う
。 

 

近
溪
は
三
十
八
才
に
よ
う
や
く
「
忽
悟
格
物
」
に
到
る
。
こ
の
見
地
か
ら
十
五
才

以
来
の
学
問
を
捨
て
去
り
、
新
た
な
道
を
開
い
て
「
息
念
生
心
（
意
念
を
息
め
本
心

を
蘇
生
）
」
し
、
「
窮
経
造
理
」
の
方
法
を
見
い
だ
し
た
の
で
あ
る
（

12
）

。
近
溪
の
聖

賢
へ
の
求
道
的
姿
勢
は
（
道
の
生
機
を
保
有
す
る
）「
我
が
身
」
に
主
眼
が
あ
り
「
近

世
訓
詁
の
学
」「
近
世
把
捉
の
学
」
で
は
な
く
「
良
知
良
能
」
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ

る
（
p145
）
。
故
に
「
窮
理
」
と
は
「
書
冊
上
」
に
「
話
頭
」
を
盗
み
取
る
の
で
は
な

く
、
必
ず
「
反
身
究
意
」
し
直
に
「
自
己
の
生
身
、
立
命
の
原
」
を
窮
め
る
（
p366
）。

つ
ま
り
窮
理
と
は
朱
子
学
の
「
事
物
当
然
の
理
」
で
は
な
く
「
理
」
は
、｢

此
時
」（
現

在
）
の
自
己
と
親
切
に
即
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
（
p44
）。 

 

こ
の
よ
う
に
近
溪
が
探
求
し
て
い
た
の
は
、
当
時
の
朱
子
学
の
「
事
理
の
末
節
」

へ
の
拘
泥
、「
想
度
」
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
固
定
的
な
形
式
的
な
「
方
所
」

に
も
よ
ら
ず
、
現
在
の
自
己
と
は
か
け
離
れ
観
念
的
に
高
遠
に
「
聖
」「
道
」
を
探
求

す
る
の
で
は
な
く
今
、
現
在
の
「
性
命
の
源
」
へ
向
か
う
学
問
で
あ
っ
た
（

13
）

。
故

に
近
溪
は
書
院
で
官
民
融
合
し
た
講
会
を
盛
ん
に
開
催
す
る
が
、
四
書
五
経
の
「
経

書
」
に
は
「
自
己
の
性
命
」
の
観
点
か
ら
向
き
合
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
（
p172
）。

故
に
「
六
経
」
に
つ
い
て
も
「
一
字
一
金
、
言
言
、
皆
な
性
命
を
救
う
の
良
法
に
し

て
、
紙
上
の
閑
言
に
非
ら
ず
」
と
い
い
「
聖
賢
の
精
蘊
」
で
あ
る
と
し
て
尊
重
の
姿

勢
を
示
す
の
で
あ
る
（
p287
）。 

 
 

 
第
三
章 

一
貫
的
現
成
論
の
本
体
の
性
格 

 

第
二
章
で
考
察
し
た
よ
う
に
近
溪
の
「
忽
悟
格
物
」
は
顔
山
農
、
王
門
の
諸
士
と
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の
交
流
の
中
で
到
達
し
た
が
、
「
自
己
の
性
命
」
と
「
経
書
」
が
尊
重
さ
れ
て
い
た
。

王
龍
渓
と
羅
念
庵
の
「
現
成
」
と
「
習
気
」
に
関
わ
る
論
争
、
天
泉
橋
の
四
句
教
の

中
人
と
習
気
の
関
係
な
ど
の
問
題
を
近
溪
は
ど
の
よ
う
な
「
本
体
」
で
打
開
す
る
の

で
あ
ろ
う
か
。 

 

近
溪
は
「
性
は
心
の
生
理
」
と
し
「
心
・
命
・
性
・
天
」
を
一
つ
と
し
て
捉
え

（
p259
）
人
は
「
仁
の
極
」
を
顕
現
す
る
と
し
（
p589
）、「
仁
徳
」
と
「
人
身
」
を
渾
融

膠
箇
に
す
る
（
p129
）
。
そ
し
て
さ
ら
に
、「
天
地
は
生
生
の
大
徳
に
し
て
、
吾
人
は
父

母
一
体
従
り
し
て
分
か
れ
、
亦
た
一
団
の
生
意
」
（
p15
）
、
「
母
子
骨
肉
の
情
」（
p73
）

と
い
う
身
体
的
感
覚
を
万
人
の
共
通
感
覚
と
位
置
づ
け
る
。 

 

こ
の
「
万
人
一
体
」
の
共
通
感
覚
・
理
念
は
「
聯
属
家
国
天
下
以
成
其
身
」
の
内

実
と
な
る
。
た
だ
注
意
す
べ
き
は
「
聯
属
」
と
い
う
「
一
体
」
の
捉
え
方
は
王
門
で

は
稀
で
あ
る
。「
聯
属
」
は
「
連
続
」
の
意
味
で
あ
り
、
順
序
、
序
列
、
前
後
、
上
下

の
縱
の
関
係
に
分
別
意
識
が
み
ら
れ
「
一
貫
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
（

14
）

。 

 

従
っ
て
「
聯
属
家
国
天
下
」
は
、
渾
然
一
体
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
「
一
体
」

で
は
あ
る
が
、「
一
貫
一
体
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
「
一
貫
一
体
」
は
、「
本

末
・
先
後
」
の
順
序
が
強
調
さ
れ
る
と
陽
明
の
「
渾
然
一
体
」
に
重
大
な
亀
裂
を
も

た
ら
す
こ
と
に
な
る
（
p8
）
。
近
溪
は
自
他
「
聯
属
」
の
関
係
態
に
於
い
て
「
此
身
」

に
意
見
・
方
所
に
限
量
さ
れ
な
い
「
真
体
」
（
p84
）
を
説
い
て
い
る
。
い
か
な
る
体

質
で
あ
ろ
う
か
。 

 

以
下
、
近
溪
の
「
真
体
」
の
内
容
と
そ
の
構
造
を
理
気
論
か
ら
考
察
す
る
。
陽

明
学
で
は
渾
一
思
想
を
そ
の
体
質
と
し
分
別
意
識
を
回
避
す
る
か
ら
基
本
的
に
理
気

一
体
の
立
場
を
取
る
（
「
理
者
、
気
之
條
理
、
気
者
、
理
之
運
用
。
」
伝
・
中
・
答
陸

元
静
）
。 

 

近
溪
は
理
気
論
そ
の
も
の
に
言
及
し
て
い
な
い
が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
気
と
質
」
は
人
間
の
身
体
お
よ
び
そ
の
作
用
・
機
能
を
担
う
も
の
で
不
可
欠
で
あ

る
。「
天
命
の
性
」
は
、
仁
義
礼
智
を
内
容
と
す
る
が
、
気
質
の
「
生
化
の
呈
露
発
揮
」

が
な
け
れ
ば
「
五
性
の
感
通
、
四
端
の
出
現
」
は
な
い
。
故
に
「
天
の
命
は
、
充
塞

流
行
し
て
、
氣
質
に
妙
凝
し
」
、
「
天
之
命
（
理
）」
と
「
気
質
（
気
）」
が
合
体
し
て

「
天
命
之
性
」
と
な
る
。
ま
た
「
天
命
之
性
」
は
「
虚
」
と
「
気
」
が
合
体
し
た
も

の
と
す
る
。
（
p87
）
。
「
合
体
」
の
構
造
で
あ
る
が
、
陽
明
の
「
理
気
一
体
」
と
同
質

で
あ
ろ
う
か
。 

 

近
溪
の
「
天
命
之
性
」
を
理
気
の
関
係
で
み
る
と
、「
天
命
之
性
」
に
体
・
用
（
理

＝
寂
然
不
動
・
気
＝
感
而
遂
通
）
の
区
分
を
説
い
て
い
る
。
そ
し
て
体
は
も
と
も
と

「
至
無
」
で
あ
っ
て
「
善
」
で
自
在
で
あ
る
か
ら
「
善
」
と
名
付
け
よ
う
が
「
無
い
」。

用
は
「
至
有
」
で
あ
る
か
ら
「
有
善
・
有
不
善
」
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
「
体
」

が
不
動
で
「
用
」
は
万
変
し
て
「
窮
ま
り
な
い
」
の
で
あ
る
か
ら
、「
体
」
が
制
御
す

る
。
そ
の
「
体
」
の
実
質
が
「
至
善
の
本
原
」
で
あ
る
と
す
る
（
p314
）
。
実
際
に
は

「
至
善
之
本
原
」
の
本
性
が
「
物
感
参
錯
の
万
用
」
を
制
御
す
る
の
で
あ
る
（

15
）

。

理
気
関
係
で
い
う
な
ら
、
理
と
気
を
上
下
主
従
に
分
別
し
て「
理
が
気
を
制
御
す
る
」

傾
向
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
（
体
用
の
）
分
別
意
識
を
介
入
さ
せ
た
こ
と
は
、

陽
明
思
想
の
渾
一
的
理
気
一
体
と
は
趣
を
異
に
し
よ
う 

 

近
溪
は
「
天
命
之
性
」
に
於
い
て
「
体
ー
用
」
を
分
別
す
る
。
そ
こ
に
「
体→

用
」
と
い
う
不
可
逆
の
形
式
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。「
善
不
善
」
は
「
性
の
浮
用
」
で

あ
り
「
性
の
真
体
」
の
制
御
か
ら
逸
脱
し
た
「
気
質
」
の
相
で
あ
っ
て
、
そ
の
責
任

は
「
至
善
の
本
源
」
に
は
遡
及
さ
れ
な
い
構
造
で
あ
る
。 

「
蓋
し
常
在
す
る
は
、
性
の
真
体
に
し
て
、
善
を
為
し
不
善
を
為
す
者
は
、
性
の
浮

用
な
り
。
体
は
則
ち
以
て
用
を
運
ら
す
に
足
る
も
、
用
は
以
て
体
を
遷
す
能
わ
ず
。」

（
p267
） 

本
体
の
顕
現
は
多
様
な
事
物
に
応
じ
、「
善
不
善
」
の
発
生
を
制
御
す
る
。
こ
れ
は
「
体

か
ら
用
」
へ
の
制
御
で
あ
っ
て
本
体
の
主
宰
性
の
発
現
を
明
確
に
し
、「
心
ー
身
ー
家

ー
国
ー
天
下
」
は
聯
属
す
る
の
で
あ
る
。
故
に
近
溪
は
「
善
悪
の
分
は
、
亦
た
自
る

所
有
り
。
而
れ
ど
も
専
ら
其
の
性
為
る
を
執
る
可
か
ら
ず
」
（
p88
）
と
い
い
、
善
悪

の
問
題
か
ら
退
避
さ
せ
、
真
体
・
至
善
の
性
体
を
保
守
す
る
。 

 

そ
こ
で
具
体
的
な
「
万
善
」「
衆
悪
」
の
問
題
は
「
理
（
性
）
気
（
気
質
）
合
体
」

の
「
天
命
之
性
」
と
は
別
に
、
性
体
の
意
思
を
担
い
、
身
中
の
主
宰
で
あ
る
（
p21
）

「
心
」
と
「
身
体
」
の
関
係
に
移
る
。
万
善
は
、
心
が
身
に
対
す
る
主
宰
（
制
御
）
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力
に
よ
っ
て
心
か
ら
、
衆
悪
は
身
か
ら
、
と
分
か
れ
る
（

16
）

。
あ
た
か
も
「
性
」
は

「
心
」
に
「
気
質
＝
身
体
」
へ
の
対
応
を
任
せ
、
無
関
与
で
あ
る
か
の
よ
う
な
様
相

と
な
る
。
逆
に
言
う
と
、「
悪
・
不
善
」
の
責
任
は
「
心
」
の
対
応
に
帰
せ
ら
れ
、
至

善
本
源
の
「
性
」
に
は
、
責
任
は
遡
及
せ
ず
「
性
体
」
は
保
証
さ
れ
て
い
る
。
心
は

性
体
の
代
弁
者
と
な
り
調
整
役
を
す
る
。
心
は
「
天
命
」
の
根
拠
（
性
）
を
背
後
に

し
て
そ
れ
を
身
体
（
気
質
に
）
発
現
す
る
の
で
あ
る
。 

所
で
一
貫
・
序
列
が
顕
在
す
る
と
本
体
・
性
体
そ
の
も
の
は
ど
の
よ
う
に
変
容
す

る
の
か
。
近
溪
は
性
体
を
「
無
声
無
臭
」
と
定
義
し
（

17
）

、「
無
善
無
悪
」
を
説
か
な

い
。
そ
し
て
「
無
善
無
不
善
」
（
『
孟
子
』
告
子
上
）
に
つ
い
て
も
、
陽
明
が
「
無
善

無
悪
と
大
差
な
い
」
（
伝
・
下
73
）
と
述
べ
て
い
る
の
に
対
し
、
近
溪
は
「
無
善
無

不
善
」
も
「
無
声
無
臭
」
と
同
義
と
し
て
い
る
（

18
）

。
近
溪
の
こ
の
見
解
は
、
陽
明

学
の
基
本
で
あ
る
「
無
善
無
悪
」
を
退
け
る
こ
と
に
な
る
。(

「
無
善
無
悪
是
心
之
体
」

（
伝
・
下
115
）（

19
）

。
近
溪
の
「
無
声
無
臭
」
の
提
示
は
、
陽
明
思
想
の
無
的
性
格
を

低
下
さ
せ
て
分
別
意
識
の
介
入
を
許
容
し
、「
至
善
」
を
強
調
し
、
本
末
・
先
後
の
順

序
・
序
列
の
関
係
を
鮮
明
に
す
る
の
で
あ
る
。 

 

近
溪
が
、
「
無
声
無
臭
」
を
真
体
と
し
た
の
は
、
現
実
社
会
の
人
間
存
在
を
直
視

す
る
と
、
「
習
染
」
が
已
に
久
し
く
（
p258
）
強
力
な
主
宰
性
を
必
要
と
し
、
加
え
て

先
知
・
先
覚
の
指
導
を
仰
が
ね
ば
な
ら
な
い
「
中
人
」
が
「
天
下
惟
れ
中
人
居
多
な

り
」（

20
）

と
い
う
現
状
認
識
に
立
つ
か
ら
で
あ
る
。「
中
人
」
は
、
心
の
深
奥
か
ら
「
無

善
無
悪
」
で
は
な
く
「
至
善
」
の
性
体
が
毅
然
と
主
宰
性
を
顕
現
し
、「
心
」
が
「
身

体
」
を
主
宰
す
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
近
溪
の
性
体
は
、
朱

子
学
の
性
即
理
説
・
定
理
観
を
支
持
し
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
・
家
庭
環
境
・

宗
族
関
係
の
中
で
形
成
さ
れ
て
き
た
固
有
の
倫
理
性
が
「
性
体
」
の
内
実
と
な
ろ
う
。

習
気
か
ら
の
脱
却
は
容
易
で
は
な
い
。
身
の
主
宰
と
し
て
日
常
の
場
の
具
体
的
実
践

を
担
う
「
心
」
は
、
習
染
を
回
避
し
撥
ね
除
け
「
従
身
」
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
い

か
な
る
対
応
が
必
要
で
あ
ろ
う
か
。 

 

本
天
の
立
場
の
儒
教
の
「
道
」
は
「
天
」
に
根
拠
を
求
め
る
（
董
仲
舒
「
道
之

大
、
原
出
於
天
。
」
）
近
溪
は
「
天
と
人
と
は
、
二
体
無
し
。
吾
人
の
視
聴
言
動
、
皆

な
帝
則
の
必
ず
察
す
る
所
」
（
p717
）
と
道
の
根
拠
で
あ
る
「
天
」
と
の
一
体
感
を
抱

く
と
同
時
に
視
聴
言
動
に
帝
則
を
感
知
す
る
。
さ
ら
に
「
我
の
則
は
、
即
ち
帝
の
則

に
し
て
帝
と
我
と
は
、
原
り
二
有
る
に
非
ら
ず
」
（
p219
）
と
信
頼
を
寄
せ
て
一
体
化

し
、「
天
命
を
畏
る
れ
ば
則
ち
自
ら
敬
せ
ざ
る
無
し
」（
p370
）
と
畏
敬
の
感
情
を
抱
く

の
で
あ
る
。
近
溪
に
と
り
「
我
が
心
は
天
の
心
、
天
の
身
は
我
が
身
」
（
p320
）
と
認

識
さ
れ
る
。
そ
こ
か
ら
生
々
と
し
た
身
心
の
存
在
の
霊
妙
性
の
実
感
に
本
づ
き
「
信

心
を
生
じ
、
信
に
由
て
畏
を
生
じ
、
敬
を
生
じ
、
視
聴
言
動
の
間
に
戒
慎
恐
懼
す
。」

（
p320
）
と
畏
敬
感
情
を
深
め
戒
慎
恐
懼
す
る
の
で
あ
る
。 

 

以
上
の
よ
う
な
「
天
」
へ
の
畏
敬
感
情
を
持
ち
、
中
人
が
「
公
共
」
の
「
道
」

を
求
め
る
に
あ
た
り
実
践
す
る
戒
慎
恐
懼
の
工
夫
は
、「
天
命
の
実
理
・
実
功
」（
p714
）

で
あ
る
の
で
、
近
溪
は
「
敬
は
聖
学
伝
心
の
要
」（
p329
）
と
位
置
づ
け
、「
主
一
を
敬
、

純
一
を
誠
、
心
は
敬
に
誠
な
り
」
と
敬
を
誠
よ
り
重
視
す
る
の
で
あ
る
。 

 

そ
し
て
近
溪
は
、
戒
慎
恐
懼
の
工
夫
に
つ
い
て
以
前
の
程
朱
学
者
は
主
敬
の
工

夫
が
厳
格
す
ぎ
た
た
め
（
天
命
に
）
拘
迫
さ
れ
た
。
一
方
、
今
日
、
陽
明
学
を
学
ぶ

同
志
は
、「
良
知
の
学
脈
」
は
確
か
で
本
当
で
あ
る
が
、
「
天
命
を
敬
畏
す
る
処
」
に

ま
だ
「
緊
切
を
加
え
」
て
お
ら
ず
、
「（
天
命
に
）
持
循
す
る
所
無
し
」
と
述
べ
て
い

る
。
近
溪
の
畏
敬
説
は
、
朱
子
学
の
超
越
的
「
天
（
理
）
」
が
対
象
で
は
な
い
も
の
の
、

誠
意
を
眼
目
と
す
る
陽
明
学
の
敬
蛇
足
論
（
伝
・
上
巻
130
）
に
対
し
て
は
「
緊
切
」

に
欠
け
る
と
述
べ
、
性
体
を
支
え
る
「
天
命
」（
超
越
者
）
へ
の
配
慮
、
謙
虚
な
「
心
」

の
あ
り
方
を
強
調
す
る
。
こ
れ
が
中
人
の
身
を
主
宰
す
る
「
心
」
の
対
応
で
あ
る
。 

誠
意
重
視
の
陽
明
思
想
は
こ
こ
ま
で
変
容
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
当
然
、
『
大
学
』

解
釈
に
も
表
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
以
下
、
検
討
し
た
い
。 

 
 

 

第
四
章 

羅
近
渓
の
本
末
格
物
説 

 
近
溪
は
「
無
声
無
臭
」
の
至
善
の
性
体
を
発
現
さ
せ
る
に
あ
た
り
、
「
当
下
」

を
説
い
て
い
る(

p671)

。
さ
ら
に
「
愛
敬
」
を
基
盤
に
し
て
聖
人
も
凡
人
も
「
人
人
同

具
、
個
個
現
成
」
で
あ
り
（

p426
）
、
「
此
の
時
」
（
現
在
）
に
主
体
の
全
量
を
集
中

す
る
の
で
そ
の
勢
い
は
「
念
頭
の
雑
」
「
忿
怒
の
形
」
を
「
皆
な
是
れ
前
日
後
日
の

事
」
と
し
て
そ
れ
ら
を
蹴
散
ら
し
「
工
夫
の
緊
要
は
、
只
だ
目
前
を
論
じ
る
」
こ
と
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と
す
る
。
故
に
「
今
古
一
路
の
学
脈
、
真
に
是
れ
簡
易
直
截
、
真
に
是
れ
快
活
方
便
」

（
p97
）
と
述
べ
て
い
る
。
陽
明
も
既
に
「
良
知
只
是
一
箇
、
随
他
発
見
流
行
処
、
当

下
具
足
、
更
無
去
来
、
不
須
仮
借
。
」
（
伝
・
中
・
聶
双
江
）
、
「
只
存
得
此
心
常

見
在
便
是
学
。
過
去
未
来
事
、
思
之
何
益
。
」
（
伝
・
上
・
80
）
述
べ
て
い
る
。
「
当

下
」
は
「
良
知
の
現
在
」
、
「
現
成
」
は
良
知
の
「
現
在
円
満
成
就
」
を
表
し
、
渾

一
的
な
「
無
善
無
悪
」
の
「
現
成
良
知
」
が
ふ
さ
わ
し
い
。
近
渓
は
渾
一
的
現
成
良

知
と
同
様
に
表
現
し
て
い
る
が
、
近
渓
の
本
体
は
「
無
声
無
臭
」
の
至
善
で
あ
る
。

近
渓
の
「
当
下
」
「
現
成
」
は
、
ど
の
よ
う
な
構
造
で
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
か
。 

「
当
下
一
念
」
を
強
調
す
る
（

p122
）
近
溪
は
、
念
庵
が
「
当
下
不
信
」
で
あ
る
こ

と
に
対
し
「
当
下
を
除
却
す
れ
ば
便
ち
下
手
な
し
」
と
い
う
。
し
か
し
近
溪
は
当
下

論
を
次
の
様
に
展
開
す
る
。
即
ち
当
下
は
「
固
り
尽
く
は
信
じ
難
く
」
「
信
ず
べ
き

も
の
」
と
そ
う
で
な
い
も
の
が
あ
り
、
「
信
ず
べ
き
も
の
」
を
信
じ
な
い
の
は
「
本

体
を
識
ら
な
い
」
の
で
あ
り
、
ま
た
「
信
ず
べ
か
ら
ざ
る
」
も
の
を
信
ず
る
の
は
「
本

体
を
偽
っ
て
認
め
る
」
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
（
信
ず
べ
き
）
聖
体
を
拡
充

す
る
と
説
い
て
い
る
（

p402
）
（

21
）

。
「
当
下
の
一
念
」
に
全
量
を
か
け
る
こ
と
に
や

や
慎
重
な
の
で
あ
る
（

p122
）
。 

 

「
当
下
」
へ
の
こ
の
姿
勢
は
、
現
成
良
知
を
安
易
に
認
め
る
こ
と
を
戒
め
た
の

で
あ
り
、「
無
声
無
臭
」
の
至
善
の
本
体
の
志
向
に
沿
う
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
以
下

の
事
情
に
よ
る
。
つ
ま
り
本
体
へ
の
「
悟
入
」
は
一
念
も
附
着
し
て
は
な
ら
な
い
に

附
着
し
、
強
引
に
「
光
景
中
」
か
ら
「
分
別
」
し
て
「
耿
耿
た
る
一
念
」
を
「
（
本
体

の
）
光
明 

」
と
取
り
違
え
、
執
着
し
て
「
現
在
」
（
の
真
体
）
と
し
て
い
る
。
し
か

し
こ
の
念
頭
は
「
真
体
」
で
は
な
い
の
で
、
時
に
起
滅
、
聚
散
し
て
失
根
・
暗
根
・

苦
根
と
な
っ
て
し
ま
う
（
以
上
、
p390
）
。
ま
た
念
頭
を
起
こ
し
識
見
を
生
じ
、
識
見

に
よ
っ
て
「
光
景
」
を
露
出
し
、
心
の
本
体
と
取
り
違
え
満
足
し
て
い
る
が
、「
光
景

が
妄
念
次
第
で
起
滅
す
る
」
こ
と
を
知
ら
な
い
（
不
知
此
段
光
景
原
従
妄
起
、
必
隨

妄
滅
。
）
（
p270
）
、
と
い
う
。
つ
ま
り
心
の
「
本
体
」
を
「
光
景
」
に
置
き
換
え
、
対

象
化
し
実
際
に
在
る
か
の
よ
う
に
錯
覚
し
、
そ
の
「
本
体
」
の
様
相
は
「
朗
照
、
澄

湛
、
朗
照
、
寛
舒
」
で
あ
る
と
思
い
込
ん
で
い
る
、
と
近
渓
は
認
識
す
る
か
ら
で
あ

る
。 

 

こ
の
光
景
を
生
起
す
る
念
頭
に
対
し
「
人
人
具
足
」
す
る
本
体
の
自
律
克
治
（
本

体
即
工
夫
））
で
対
処
す
る
が
、
戒
慎
恐
懼
に
よ
る
で
あ
ろ
う
（
p171
）。
戒
慎
恐
懼
は
、

前
述
し
た
天
命
へ
の
畏
敬
が
前
提
と
な
っ
て
お
り
、
天
命
は
常
在
な
の
で
、
意
念
・

言
動
に
対
し
、
常
時
、
天
則
・
上
帝
が
監
察
し
て
お
り
、
逸
脱
現
象
を
回
避
す
る
（
p282
）。

特
に
本
体
の
自
律
に
お
い
て
は
本
体
へ
の
透
徹
が
重
要
で
あ
り
、「
性
地
を
先
に
す
る

と
言
動
は
現
在
に
お
ち
つ
き
、
意
念
は
や
す
ら
か
に
落
ち
着
く
」
と
い
う
（
p282
）。 

 

そ
の
う
え
で
近
溪
は
、「
習
気
の
汚
染
が
な
い
と
（
意
図
的
な
）
意
念
は
起
き
な

い
の
で
悟
る
」（

22
）

と
し
て
「
忽
然
と
し
て
之
を
得
て
、
方
に
是
れ
真
体
」（
p739
）
と

「
入
悟
」
を
説
い
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

習
気
は
良
知
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
歪
曲
す
る
習
慣
的
負
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
。

上
智
・
中
人
の
様
々
な
局
面
で
浸
透
し
て
影
響
を
及
ぼ
し
「
意
念
の
端
倪
・
見
聞
の

想
像
」
（
p181
）
が
形
成
さ
れ
る
。
こ
と
に
「
知
解
・
知
識
・
意
見
」
は
表
面
化
し
に

く
く
除
去
し
に
く
い
。
そ
の
た
め
そ
れ
ら
の
「
影
響
」
を
「
透
悟
」
と
誤
解
し
、「
習

気
」
を
重
視
し
尊
ん
で
「
学
問
」
と
取
り
違
え
て
し
ま
っ
て
い
る
（

23
）

と
深
い
懸
念

を
示
す
の
で
あ
る
。 

 

そ
こ
で
近
溪
は
意
念
と
心
を
一
つ
に
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
と
警
戒
す
る
に
到

る
。
つ
ま
り
、
意
念
は
習
気
の
影
響
に
よ
る
人
為
の
働
き
か
け
（
有
所
為
而
為
、
即

人
欲
、
非
天
理
也
。
p350
）
が
あ
る
の
で
主
宰
性
を
担
う
「
心
」
と
の
差
異
を
は
か
る

の
で
あ
る
。
近
溪
は
、
現
実
社
会
の
事
物
と
の
対
応
に
あ
た
り
、
意
念
は
「
本
源
」

の
顕
現
＝
「
心
」
を
歪
曲
す
る
負
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
位
置
づ
け
（

24
）

、
「
意
念
」

を
「
心
」
と
す
る
の
は
「
孔
孟
以
後
の
錯
認
」
と
断
言
す
る
の
で
あ
る
（

25
）

。 

 

故
に
近
溪
は
、
主
宰
性
の
顕
現
を
徹
底
さ
せ
る
た
め
に
独
自
の
方
法
を
提
示
す

る
。
人
欲
の
制
御
に
つ
い
て
は
若
年
に
顔
山
農
か
ら
「
体
仁
制
欲
」
の
教
授
が
あ
っ

た
。
近
溪
は
「
能
く
仁
を
体
せ
ば
、
則
ち
欲
自
ら
制
す
。
伝
（
陽
明
の
師
弟
立
志
説
）

に
曰
く
、
太
陽
一
た
び
出
ず
れ
ば
魍
魎
潜
消
す
、
是
な
り
。
」
（
p404
）
と
同
定
す
る
。

ま
た
近
渓
は
『
論
語
』
の
意
必
固
我
の
絶
四
に
つ
い
て
、「
毋
字
に
は
禁
止
」
と
い
う

人
為
の
痕
跡
が
あ
る
の
で
「
空
空
」
の
本
体
で
は
な
い
と
し
（
p245
）
、
さ
ら
に
「
克
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己
」
を
独
自
に
解
釈
し
「
己
を
能
く
し
礼
に
復
る
」
（
p245
）
と
し
朱
注
の
「
身
の
私

欲
に
勝
つ
」
と
は
し
な
い
。
そ
し
て
「
体
仁
制
欲
」
を
『
論
語
』（
里
仁
）
の
「
我
未

見
好
仁
者
、
悪
不
仁
者
」
で
解
説
す
る
。「
好
仁
」
と
「
悪
不
仁
」
の
二
項
に
先
後
の

関
係
は
な
い
（
朱
注
）
。
し
か
し
、
近
渓
の
順
序
・
先
後
を
重
視
す
る
視
点
は
「
体
仁
」 

「
制
欲
」
に
も
波
及
し
「
中
間
暗
蔵
の
次
序
」
か
ら
「
難
易
の
順
逆
」
を
読
み
取
る

と
い
う
。
「
好
仁
」
「
悪
不
仁
」
は
、
先
に
「
好
仁
」
後
に
「
悪
不
仁
」
な
の
で
「
次

序
」
を
無
視
で
き
な
い
と
す
る
（
p317
）
。 

 

近
渓
は
去
欲
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
傾
注
す
る
方
向
で
は
な
く
、
本
体
の
顕
現
、
発
揮

の
方
を
優
先
し
て
「
人
欲
」
に
対
応
す
る
。
こ
れ
は
作
為
に
対
し
て
自
然
な
、
無
作

為
の
至
善
の
本
体
を
強
力
に
顕
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
は
「
本
体
の
工
夫
」
が
必
要
で
「
本
体
」
上
に
お
い
て
工
夫
を
し
、（
習
気

に
左
右
さ
れ
る
）
意
念
の
発
動
し
て
い
る
場
に
お
い
て
工
夫
は
設
定
し
な
い
。「
本
体 

→

工
夫
」
の
一
方
向
的
に
主
宰
性
を
顕
現
す
る
の
で
あ
る
。 

 

そ
こ
で
近
溪
は
陽
明
と
比
較
し
な
が
ら
王
心
斎
の
学
・
去
欲
を
比
較
し
て
次
の

よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
陽
明
は
「
覚
悟
」
よ
り
、
心
斎
は
「
践
履
」
に
得
て
異
な
る

傾
向
で
あ
る
。
覚
悟
（
知
）
と
践
履
（
行
）
の
工
夫
の
「
序
は
実
に
紊
す
容
か
ら
ず
」

と
の
べ
「
先
後
の
順
序
」
を
強
調
す
る
。
そ
し
て
心
斉
の
詩
の
「
念
頭
動
処
須
当
謹
、

挙
足
之
間
不
可
忘
。
」（

26
）

を
と
り
あ
げ
そ
の
「
未
謹
の
先
」（
未
発
）
に
、
そ
の
「
念

頭
の
動
」
の
根
本
因
を
「
探
求
」
す
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
（
原
文
の
「
不
可
忘
」
を

「
必
慎
」
と
変
え
て
、
）
「
未
慎
之
先
」
に
そ
の
起
因
を
討
議
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う

（
p219
）
。 

 

近
溪
は
心
斎
が
「
念
頭
動
処
」
の
已
発
の
場
に
対
処
す
る
前
に
先
だ
っ
て
「
源

頭
・
指
南
」
を
「
探
求
・
商
訂
（
討
議
）
」
す
べ
き
で
あ
り
、「
源
頭
」
を
す
で
に
「
き

れ
い
に
さ
ら
っ
て
」
い
る
と
、
そ
こ
か
ら
の
流
出
（
本
体
の
あ
ら
わ
れ
）
は
お
の
ず

と
澄
ん
で
い
て
「
動
念
の
謹
慎
」
も
大
い
に
「
順
快
」
に
進
む
。
ま
ず
先
に
本
体
、

本
源
に
傾
注
す
る
判
断
が
必
要
で
あ
る
、
と
み
る
。
已
発
の
場
で
の
「
践
履
」
の
心

斎
に
対
し
て
本
体
の
「
覚
悟
」
を
「
先
」
に
す
る
陽
明
を
高
く
評
価
す
る
の
で
あ
る
。 

 

近
溪
は
習
気
の
汚
染
に
よ
っ
て
浮
遊
す
る
意
念
に
対
処
す
る
た
め
に
、
意
念
が

発
動
し
て
い
る
場
で
工
夫
を
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
本
源
＝
本
体
の
工
夫
を
求
め

る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
性
体
の
主
宰
能
力
を
最
大
限
に
発
現
し
て
「
当
下
の
一
念
」

の
「
信
ず
べ
き
か
ど
う
か
」
の
躊
躇
、
不
安
を
払
拭
す
る
の
で
あ
る
。 

 

上
述
か
ら
近
溪
は
「
意
念
」
を
習
気
の
影
響
を
蒙
り
や
す
く
不
安
定
な
も
の
と

把
握
す
る
（

27
）

こ
と
が
了
解
で
き
る
。
そ
の
背
後
の
思
惟
に
「
本
末
・
先
後
の
分
別
」

が
み
ら
れ
、
近
溪
の
『
大
学
』
解
釈
は
大
き
く
変
容
し
独
自
性
を
示
す
と
考
え
ら
れ

る
。
以
下
、
そ
の
点
を
論
及
し
た
い
。 

 

近
溪
は
朱
子
学
の
『
大
学
章
句
』
を
採
ら
な
い
（

28
）

。
そ
し
て
『
大
学
』
の
八
条

目
は
陽
明
の
渾
一
の
工
夫
（
伝
・
下
１
）
で
は
な
く
、「
先
後
」
ー
「
先
の
格
物→

後

の
平
天
下
」
と
い
う
順
序
を
「
先
後
分
暁
」
と
し
て
把
握
す
る
（
p249
）。
そ
し
て
「
意
、

心
、
身
、
家
国
天
下
」
を
「
定
（
意
）
ー
静
（
心
）
ー
安
（
身
）
ー
慮
（
家
国
天
下
）」

と
配
し
、
そ
れ
ら
は
止
至
善
を
表
し
た
も
の
と
す
る
（
p331
）
。
ま
た
「
明
明
德
・
親

民
」
は
「
初
め
」
の
根
拠
を
身
心
に
置
き
、「
終
わ
り
」
の
家
国
天
下
に
「
貫
徹
」
す

る
。
そ
れ
は
「
一
定
の
格
則
」
で
あ
り
、「
上
自
り
下
に
至
る
」、「
身
を
本
」
と
す
る

と
い
う
。
近
溪
は
、
『
大
学
』
解
釈
の
中
で
も
「
初
め
ー
終
わ
り
」
「
上
ー
下
」
と
い

う
よ
う
に
一
貫
す
る
順
序
を
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
p9
）。 

 

以
下
、『
大
学
』
の
工
夫
各
論
を
検
討
す
る
。
ま
ず
は
近
溪
が
独
自
性
を
込
め
て

主
張
し
た
と
す
る
格
物
説
で
あ
る
（

29
）

。
近
溪
は
『
大
学
』
を
「
千
古
聖
賢
垂
世
立

教
の
格
言
」
と
高
く
評
価
し
、
そ
の
「
聖
言
」
に
よ
っ
て
「（
本
末
の
）
意
心
身
家
国

天
下
」
は
い
か
に
し
て
本
と
な
り
末
と
な
る
か
、「
誠
正
修
斉
治
平
」
は
ど
の
よ
う
に

し
て
「
終
」
を
成
す
か
を
「
審
度

は

か

る

思
惟
」
す
る
こ
と
、
こ
れ
が
格
物
と
す
る
（

30
）（

p215
）。

つ
ま
り
「
身
―
家
国
天
下
」
に
於
い
て
「
本
末
」
を
確
認
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ

れ
ら
の
関
係
は
「
先
後
一
貫
」
で
あ
る
と
す
る
。
近
溪
は
『
大
学
』
を
「
万
世
極
則
」

と
し
四
書
五
経
も
尽
く
せ
ば
「
格
物
の
一
義
」
で
あ
っ
て
「
古
人
の
一
大
関
鍵
」
と

強
調
す
る
（
以
上
、
p23
）。 

 

そ
し
て
、
格
物
の
「
物
」
は
「
物
有
本
末
」
の
物
と
す
る
本
末
格
物
説
を
主
張

す
る
が
、
独
自
に
「
物
、
皆
な
其
の
則
に
当
た
り
、
事
、
皆
な
其
の
式
に
合
す
」（

31
）
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（
p2
）
と
説
く
。
事
物
に
お
け
る
「
其
則
」
「
其
式
」
を
提
示
す
る
。
そ
れ
ら
は
主

体
が
「
本
末
」（
自
他
）
の
関
係
態
に
於
い
て
本
末
先
後
を
「
審
度
思
惟
」
し
、「
則
・

式
」
＝
「
格
（
格
則
）
」
を
見
い
だ
し
「
当
・
合
」
ー
法
る
の
で
あ
る
（

32
）

。 

 

故
に
事
物
の
「
本
は
発
端
」
で
、
「
末
は
完
成
」
と
い
う
時
間
の
順
序
を
込
め
た

構
成
の
も
と
「
格
」
の
定
義
は
「
法
程

の
っ
と
る

」
（
p405
）
で
あ
り
「
物
に
本
末
が
有
る
と
い

う
の
は
、
物
の
格
（
格
則
）
で
あ
る
。
本
を
先
に
し
末
を
後
に
す
る
と
い
う
順
序
・

秩
序
（
格
則
）
を
知
る
の
が
、
物
に
格
（
の
っ
と
）
り
て
以
て
そ
の
知
を
致
す
、
と

い
う
こ
と
だ
。
」
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。
（
p117
）
。
要
す
る
に
近
溪
の
格
物
と
は
、
こ

の
「
格
則
」
に
「
法
程

の
っ
と
る

」
こ
と
で
あ
る
。
近
溪
の
「
格
則
」
は
事
物
の
本
末
の
関
係

態
に
於
い
て
見
い
出
し
、
事
物
と
の
対
応
に
於
い
て
、
予
め
「
理
」、「
心
」
を
前
提

と
し
な
い
。
朱
子
学
の
先
験
的
「
定
理
」
、
陽
明
学
の
無
的
「
心
・
良
知
」
に
よ
る
措

定
の
「
理
」
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
と
に
陽
明
格
物
説
と
は
顕
著
に
異
な
り
、
格

物
の
物
を
「
意
の
在
る
所
の
物
」
と
し
「
心
の
不
正
を
正
す
」
格
物
説
（
伝
・
上
6
・

7
）
、
と
し
な
い
。
見
い
だ
し
た
「
一
定
の
格
（
則
）
」（
順
序
、
秩
序
）
を
「
至
善
」

と
し
『
大
学
』
全
体
に
貫
通
す
る
中
枢
の
倫
理
概
念
と
す
る
。
故
に
格
物
が
中
核
の

工
夫
と
な
り
、
陽
明
の
誠
意
重
視
説
否
定
と
な
る
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
独
自
の
去
欲
論
、
格
物
論
を
提
示
し
た
近
溪
は
更
に
陽
明
の
「
良

知
」
に
対
し
て
不
十
分
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。
近
溪
は
、「
良
知
」
よ
り
も
『
孟

子
』
の
「
良
知
良
能
」
で
説
く
こ
と
が
多
く
「
徳
性
の
良
知
良
能
（
中
略
）
、
人
人
具

足
に
し
て
個
個
円
成
な
る
者
な
り
。
」（
p86
）
と
述
べ
る
。
そ
の
上
で
近
溪
は
、
陽
明

の
良
知
提
唱
は
『
大
学
』
を
解
釈
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
良
知
は
「
良
心
」
で
あ

っ
て
「
古
聖
賢
を
法
」
と
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
孝
悌
を
明
示
す
る
『
孟
子
』
の
「
良

知
（
良
能
）
」
を
十
分
に
「
照
管
」
し
て
い
な
い
、
と
不
満
を
述
べ
る
（

33
）

。
陽
明
の

良
知
は
『
孟
子
』
の
良
知
良
能
を
包
摂
し
て
い
る
が
（
伝
・
中
・
答
陸
元
静
・
二
参

照
）
、
近
溪
の
こ
の
見
解
は
、
「
孝
悌
慈
・
愛
敬
」
に
焦
点
を
絞
り
「
良
知
」
の
指
向

を
鮮
明
に
し
た
の
で
あ
る
（

34
）

。
注
意
す
べ
き
は
、
近
溪
が
「
古
聖
賢
」
を
参
照
し

て
思
想
を
形
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
い
わ
ば
「
定
理
」
で
も
な
く
「
良

知
」
で
も
な
く
「
古
聖
賢
」（
経
書
）
が
実
践
で
重
要
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。 

 

ま
た
「
致
良
知
」
に
つ
い
て
は
、「
致
」
を
「
養
・
推
」
と
す
る
。
こ
れ
は
性
体

（
良
知
）
の
主
宰
性
を
養
い
、
推
進
す
る
こ
と
で
あ
る
。「
孝
悌
慈
＝
本
体
」
の
全
量

を
当
下
に
積
極
的
に
顕
現
す
る
の
で
、「
致
的
工
夫
、原
非『
格
其
不
正
以
帰
於
正
也
』」

（
p86
）
と
説
い
て
い
る
。
こ
の
「
格
其
不
正
以
帰
於
正
也
（
伝
・
上
86
）」
は
陽
明

格
物
説
の
定
義
で
あ
る
が
、
渾
一
工
夫
論
で
は
致
良
知
の
内
容
で
あ
る
。
先
述
の
「
克

己
」「
去
欲
」
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
本
体
「
至
善
」
の
倫
理
的
全
量
を
「
愛
敬
」
と

し
て
発
揮
、
顕
現
す
る
こ
と
に
よ
り
「
負
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を
凌
駕
し
よ
う
と
い
う

も
の
で
あ
る
（

35
）

。
近
溪
は
格
物
論
と
致
良
知
説
の
「
去
欲
」
の
方
向
が
陽
明
と
異

な
る
の
で
あ
る
。 

 

次
ぎ
に
他
の
「
誠
意
～
平
天
下
」
に
つ
い
て
以
下
論
及
し
た
い
。
近
溪
は
格
物

論
に
於
い
て
「
本
末
」
に
時
間
の
「
先
後
」
を
重
ね
、
順
序
、
秩
序
性
を
明
ら
か
に

し
、
そ
れ
を
至
善
と
し
た
。
故
に
「
格
物→

致
知
」（
p89
）
と
順
序
を
定
め
、「
致
知

は
当
に
誠
意
の
先
に
在
る
べ
し
。」（
p190
）
と
述
べ
る
。
こ
の
中
枢
の
秩
序
概
念
を
見

い
出
し
認
知
す
る
の
が
格
物
致
知
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
予
め
「
本
末
・
先
後
」
の

分
別
を
許
容
し
、
刷
り
込
ん
で
以
下
の
工
夫
を
解
釈
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
注
意
す

べ
き
は
「
本
」
は
「
知
・
物
」
が
は
ず
さ
れ
「
意
・
心
・
身
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。「
格
物
致
知
」
は
他
の
六
つ
工
夫
（
誠
意
・
正
心
・
修
身
・
斉
家
・
治
国
・

平
天
下
）
に
対
し
て
不
可
逆
的
に
優
先
さ
れ
る
土
台
と
な
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
誠

意
」
か
ら
「
平
天
下
」
ま
で
、
本
末
の
物
が
「
其
の
（
格
）
則
（
＝
至
善
）
に
当
り
、

終
始
の
事
は
其
の
格
式
に
適
合
す
る
」。「
誠
意
」
が
そ
の
他
に
先
立
つ
「
本
」
と
な

る
が
、
そ
れ
以
後
の
他
の
工
夫
に
於
い
て
も
「
格
物
致
知
」
が
土
台
と
な
っ
て
い
る

の
で
あ
る
（

36
）

。 

 

現
実
の
場
で
は
、
本
（
意
ー
心
ー
身
）
が
末
（
各
国
天
下
）
に
関
与
す
る
。
即

ち
「
意
、
天
下
国
家
に
在
る
」
の
で
あ
る
が
、
近
溪
は
順
序
（
格
則
）
を
、
先
に
本

を
確
立
し
て
ー
誠
意
・
正
心
・
修
身
ー
そ
れ
か
ら
「
末
」
に
顕
現
、
一
貫
さ
せ
る
。
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自
他
の
関
係
、
事
物
へ
の
関
わ
り
方
が
陽
明
の
「
意
の
在
る
所
の
物
」
に
お
け
る
主

客
・
自
他
未
分
の
渾
一
の
関
係
と
は
異
な
る
こ
と
が
領
会
で
き
よ
う
（

37
）

。
そ
し
て
、

「
本
」
の
内
実
は
「
意
ー
心
ー
身
」
で
あ
る
が
、
本
は
「
身
」
、「
末
」
は
「
家
国
天

下
」
と
す
る
本
末
関
係
で
は
順
序
に
従
っ
て
工
夫
も
「
本
」
に
「
修
身
」
が
あ
て
ら

れ
る
。 

 

と
こ
ろ
で
近
溪
の
「
悟
入
」
は
、
「
無
」
か
ら
「
有
」
と
い
う
「
渾
融
」
の
方
向

を
示
す
（
従
無
而
入
於
有
者
、
則
漸
次
入
於
渾
融
。
（
p89
）
）
。
そ
し
て
「
天
地
万
物

渾
然
一
体
」
を
識
得
で
き
れ
ば
一
是
百
是
、
真
妄
・
彼
己
一
如
と
い
う
渾
然
一
体
の

認
識
を
示
す
（

38
）

。
さ
ら
に
「
体
用
・
顯
微
」
の
分
析
は
「
宇
宙
中
二
千
年
来
、
一

個
の
大
夢
酣
睡
」
と
し
て
批
判
し
て
い
る
（

39
）

。 

 

近
溪
の
こ
れ
ら
の
「
渾
一
」
的
言
説
は
分
別
意
識
に
よ
る
「
聯
属
」「
一
貫
」
の

言
説
と
整
合
性
が
な
い
。
な
ぜ
近
溪
は
矛
盾
す
る
よ
う
な
内
容
を
述
べ
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。
注
意
し
て
み
る
と
、
近
溪
は
「
渾
而
一
」
は
「
人
の
初
生
」
の
場
（
時
間

で
は
な
く
、
存
在
の
あ
り
か
た
）
で
あ
っ
て
「
既
長
」
の
場
は
、「
分
而
為
二
」
で
あ

っ
て
、
渾
一
の
場
が
分
裂
し
、「
渾
然
無
二
の
真
体
・
純
然
至
善
の
天
機
」
を
喪
失
し
、

「
原
日
初
生
の
身
体
」
「
渾
沌
合
一
の
良
心
」
が
崩
壊
し
、
「
心
真
」
か
ら
離
脱
す
る

に
至
る
と
い
う
の
で
あ
る
（
p43
参
照
）
。 

こ
こ
で
想
起
す
べ
き
は
前
述
で
、
近
溪
が
「
当
下
」
に
対
し
て
慎
重
で
あ
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
渾
一
的
現
成
の
立
場
に
同
様
の
姿
勢
を
と
っ
て
い
る
。
つ
ま

り
習
気
・
意
念
・
光
景
と
中
人
の
関
係
に
対
す
る
認
識
で
あ
る
。
近
溪
は
「
中
人
」

の
現
実
の
あ
り
よ
う
が
「
人
為
・
作
為
」
に
満
ち
て
い
る
が
故
に
、
主
体
の
存
在
様

態
を
「
初
生
」
（
「
赤
子
」
と
同
義
）
と
「
既
長
」
と
に
わ
け
る
。
そ
し
て
「
既
長
」

を
選
択
し
た
。
つ
ま
り
「
渾
一
現
在
」
の
本
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ギ
ー
が
「
本
末
・
先
後
」

の
順
序
・
時
間
に
よ
っ
て
分
散
さ
れ
る
の
を
代
償
に
「
聯
属
・
一
貫
」
の
思
惟
に
立

脚
し
た
の
で
あ
る
。
近
溪
は
思
想
の
中
心
を
「
中
人
」
に
設
定
す
る
。
こ
れ
は
、
陽

明
の
天
泉
橋
問
答
の
「
習
心
・
中
人
」
に
照
ら
す
る
な
ら
ば
、
妥
当
現
実
的
な
対
応

で
あ
る
。
全
て
の
人
が
現
在
円
満
成
就
、
現
成
と
は
言
え
な
い
。
そ
こ
で
渾
一
の
無

的
性
格
に
本
末
格
物
説
に
明
示
さ
れ
た
先
後
・
本
末
の
分
別
意
識
を
予
め
構
造
的
に

刷
り
込
ま
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

「
人
性
相
い
近
し
。
是
れ
天
下
に
中
人
最
も
多
し
と
説
く
。（
中
略
）
今
日
吾
済
、
多

く
は
是
れ
中
人
。
既
に
是
れ
中
人
な
れ
ば
、
則
ち
遷
善
改
過
し
、
以
て
勉
強
し
て
下

愚
に
終
わ
る
可
か
ら
ず
。
愛
親
敬
長
し
亦
た
勉
強
し
て
上
智
に
背
か
ざ
る
可
し
。（

40
）

」 

近
溪
は
、
王
門
下
で
の
根
本
問
題
、
即
ち
現
実
に
習
気
・
光
景
の
弊
害
を
免
れ
な

い
中
人
で
あ
る
「
凡
人
」（

41
）

の
実
情
に
即
し
て
、「
現
成
良
知
」
の
立
場
で
「
先
後
・

本
末
」
の
分
別
意
識
の
刷
り
込
み
を
選
択
し
一
貫
的
現
成
良
知
を
新
た
に
提
示
し
た

の
で
あ
る
（

42
）

。
龍
渓
の
渾
一
的
現
成
良
知
説
と
性
格
は
異
な
り
、
近
溪
の
一
貫
的

現
成
良
知
説
は
「
現
成
良
知
」
と
し
て
は
分
別
意
識
を
許
容
す
る
た
め
に
無
的
性
格

は
弛
緩
し
て
、
そ
の
熱
量
に
は
見
劣
り
が
み
ら
れ
る
が
、
陽
明
良
知
説
の
展
開
の
多

様
性
を
示
す
も
の
と
言
え
よ
う
。 

 
 

 

第
五
章 

本
末
格
物
説
と
明
代
思
潮 

 
 
 

以
上
の
近
渓
思
想
を
当
時
の
社
会
の
中
で
考
察
し
た
い
。
基
盤
は
、
母
子
・
骨
肉

の
情
の
身
体
感
覚
が
原
点
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
宗
族
の
「
縱
系
列
」
構
造
の
中

で
実
感
さ
れ
（

43
）

、
「
一
人
の
祖
先
か
ら
万
人
の
子
孫
へ
」
と
類
推
さ
れ
て
「
聯
属
」

の
思
惟
に
抽
象
さ
れ
、
万
物
一
体
の
感
情
と
な
る
。
近
溪
が
こ
の
よ
う
に
実
感
す
る

「
身
体
」
を
強
調
す
る
の
は
家
国
天
下
と
聯
属
し
「
世
道
・
人
情
」
、
他
者
と
の
一
体

を
理
想
（

44
）

と
す
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。「
我
が
身
」
の
一
体
を
現
在
の
空
間
だ
け
で
な

く
、
時
間
の
視
点
か
ら
も
捉
え
、「
一
体
」
感
が
親
子
・
家
族
・
親
族
・
宗
族
に
遡
り
、

「
一
身
」
か
ら
「
根
に
由
り
て
以
て
枝
を
遠
く
す
」
る
末
広
が
り
の
型
で
拡
大
し
、

さ
ら
に
初
源
の
「
初
生
の
一
人
一
身
」
に
還
元
す
る
（

45
）

。
故
に
近
溪
は
生
生
の
身

体
を
基
盤
と
し
た
同
体
の
感
覚
の
中
に
良
知
を
位
置
づ
け
（

46
）

て
説
い
て
い
る
。 

 

と
こ
ろ
で
近
溪
は
「
世
界
」
は
仁
義
礼
智
の
本
性
で
成
立
し
、
「
虚
霊
不
昧
」

の
心
で
主
宰
さ
れ
る
と
い
う
（

47
）

（
p94
）
。 

そ
の
「
世
界
」
を
「
太
祖
高
皇
帝
」
が

「
万
世
乾
坤
を
整
頓
し
て
い
る
（
p67
）
」
と 

認
識
し
信
頼
を
よ
せ
、
「
聖
諭
（
六

諭
）
」
を
常
に
「
居
郷
居
官
」
に
関
わ
ら
ず
解
き
唱
え
、
郷
約
、
会
規
の
中
に
敷
衍

す
る
。
そ
れ
が
「
各
人
の
本
来
的
真
心
」
（

p140
）
を
触
発
し
「
郷
村
愚
夫
愚
婦
の
共

に
知
り
共
に
能
く
す
る
所
」
（

p157
）
だ
と
確
信
し
て
い
る
の
で
あ
る
（

48
）

。
そ
し
て
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近
渓
が
希
求
し
て
い
た
社
会
は
、
天
徳
の
良
知
に
従
い
、
性
質
の
自
然
に
任
せ
、
各

自
が
「
分
に
安
ん
じ
た
」
社
会
、
つ
ま
り
太
祖
高
皇
帝
の
六
諭
の
精
神
が
行
き
渡
っ

た
「
王
道
」
の
社
会
で
あ
っ
た
（

49
）

。 

 

で
は
こ
の
太
祖
高
皇
帝
の
「
聖
諭
」
精
神
を
生
か
す
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な

心
構
え
が
必
要
な
の
か
。
そ
れ
に
は
先
ず
天
（
命
）
へ
の
畏
敬
感
情
を
厳
し
く
保
ち

心
身
の
引
き
締
め
を
行
う
（

p195
）
。
そ
し
て
現
前
の
良
知
を
人
為
の
「
意
想
で
空
虚

に
想
う
（
遥
度
）
」
の
で
は
な
く
、
「
軽
易
・
卑
弱
」
に
陥
っ
て
い
れ
ば
五
経
四
書

の
「
古
聖
の
成
法
（
手
本
）
」
に
よ
っ
て
「
裁
抑
」
「
引
伸
」
し
、
「
五
倫
の
綱
常
」

を
「
純
粋
」
に
保
つ
の
で
あ
る
（

50
）

。
故
に
経
書
理
解
を
忽
せ
に
し
て
は
な
ら
な
い
。

こ
れ
は
良
知
心
学
が
「
六
経
は
、
吾
の
記
籍
」
と
し
「
吾
心
」
の
熱
量
を
全
開
す
る

志
向
（

51
）

を
抑
制
し
、
修
正
を
促
す
こ
と
を
意
味
す
る
。
近
溪
の
一
貫
的
現
成
良
知

説
の
志
向
が
如
実
に
示
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
（
以
上
、

p108
） 

 

そ
こ
で
近
溪
は
「
本
心
」
を
「
自
己
の
意
思
」
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、
時
々

刻
々
、
「
古
の
至
聖
」
に
恥
じ
ぬ
よ
う
警
醒
し
、
「
時
々
刻
々
、
自
己
の
肝
腸
を
、

経
書
遺
言
と
、
精
詳
査
対
し
、
堅
実
に
工
夫
し
」
、
渾
一
的
現
成
良
知
説
の
「
猖
狂

自
恣
」
の
悪
弊
を
回
避
せ
よ
、
と
い
う
（

52
）

の
で
あ
る
。
良
知
の
「
易
簡
」
を
建
前

に
し
て
「
気
習
」
に
ゆ
が
め
ら
れ
心
量
を
膨
張
さ
せ
、
六
経
を
軽
視
す
る
講
学
の
人

士
に
対
し
て
は
厳
し
く
批
判
す
る
の
で
あ
る
（

53
）

。
近
溪
は
「
天
命
の
性
」
に
従
っ

て
こ
そ
「
従
容
快
活
」
「
一
団
和
楽
」
（

54
）

と
み
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

近
溪
の
本
末
格
物
説
は
、
「
物
有
れ
ば
必
ず
則
有
り
」
に
更
に
「
事
有
れ
ば
必
ず

式
有
り
」
を
加
え
て
、
「
本
末
の
関
係
に
於
い
て
先
後
す
る
」
、
つ
ま
り
順
序
・
序
列

を
「
吾
心
で
審
度
思
惟
」
し
て
見
い
だ
す
「
格
則
」
に
法
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
朱

子
学
、
陽
明
学
の
「
理
」
・
「
事
物
」
観
と
異
な
る
。
自
（
本
）
と
他
（
末
）
の
関
係

お
い
て
最
適
の
「
格
則
」
を
見
い
だ
し
そ
れ
に
遵
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
さ
い
に
、

「
古
之
制
」
「
聖
賢
の
格
言
」
を
参
照
す
る
。
こ
れ
は
「
他
」
に
対
し
て
一
方
的
に
、

「
心
」
で
押
し
切
ら
な
い
で
、
「
審
度
思
惟
」
を
加
え
る
余
地
を
残
し
、
予
め
「
心
」

の
先
入
観
は
入
れ
ず
実
践
主
体
の
基
準
を
設
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
渾
一
的
現
成
論

に
比
べ
る
な
ら
ば
、
熱
量
は
や
や
低
下
す
る
も
の
の
「
格
則
」
の
設
定
は
、
緩
や
か

な
が
ら
、
現
実
社
会
と
の
調
和
を
志
向
す
る
「
理
の
措
定
」
と
も
言
え
、
近
溪
が
自

信
を
持
っ
て
独
自
に
「
茲
の
説
を
主
張
し
た
」
と
述
べ
た
理
由
で
あ
る
。 

 

本
末
格
物
説
は
一
貫
的
思
惟
に
基
づ
く
構
造
で
あ
っ
て
「
上→

下
」
は
不
可
逆
の

縱
構
造
で
あ
る
。
現
実
社
会
に
お
い
て
規
範
・
秩
序
の
維
持
・
形
成
に
も
機
能
す
る
。

事
物
と
の
対
応
に
お
い
て
「
理
」
に
よ
る
枠
付
け
、
「
心
」
に
よ
る
意
味
づ
け
を
あ

ら
か
じ
め
用
い
な
い
。
経
書
・
遺
言
を
尊
重
す
る
新
た
な
「
良
知
心
学
」
と
い
え
る
。 

こ
の
近
渓
の
格
物
説
は
、
王
心
斎
の
格
物
説
（
淮
南
格
物
説
）
も
含
め
他
に
も
見

ら
れ
る
同
様
の
格
物
説
（
注
（
1
）
参
照
）
と
合
わ
せ
て
「
本
末
格
物
説
」
と
し
て

認
識
で
き
る
。
そ
し
て
、
偽
書
『
石
経
大
学
』
も
そ
れ
に
含
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。
偽
書
『
石
経
大
学
』
は
万
暦
以
降
明
末
清
初
期
ま
で
影
響
し
、
王
心
斎
思
想
も

そ
れ
に
合
わ
せ
注
目
さ
れ
る
。
こ
う
み
る
と
本
末
格
物
説
は
、
単
に
王
心
斎
・
羅
近

渓
な
ど
個
個
の
思
想
と
し
て
で
は
な
く
、
十
六
世
紀
か
ら
十
七
世
紀
前
半
、
明
末
清

初
期
ま
で
の
思
潮
と
し
て
認
識
し
掬
い
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。「
心

学
ー
理
学
」
の
枠
組
み
と
は
別
の
明
代
思
想
理
解
の
枠
組
み
を
構
築
で
き
る
の
で
は

な
い
か
。
ま
た
こ
の
観
点
か
ら
『
明
儒
学
案
』
の
「
泰
州
学
案
」
に
も
新
た
な
照
射

が
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
究
明
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。 

   
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 

(

注)
 

(

1)

資
料
は
『
羅
汝
芳
集
』
（
陽
明
後
学
文
献
叢
書
・

2007
）
を
使
用
し
た
。
（

p数字
）

は
資
料
引
用
ペ
ー
ジ
数
を
示
す
。
年
譜
は
『
羅
汝
芳
集
』
（
下
）
を
使
用
し
た
。
〇

主
要
先
行
研
究
〔
著
書
〕
荒
木
見
悟
『
明
代
思
想
史
研
究
』
（
特
に
第
五
章
「
羅
近

渓
の
思
想
」

1972
・
創
文
社
）
、
『
陽
明
門
下
（
中
）
』
（
羅
近
渓
の
解
説
と
注
釈
・

明
徳
出
版
社

1973
）
、
呉
震
『
羅
汝
芳
評
伝
』
（
南
京
大
学
出
版
社

2005
）
、
同
『
泰
州

学
派
研
究
』
（
第
六
章
「
羅
汝
芳
、
泰
州
学
的
終
結
」
中
国
人
民
大
学
出
版
社
・

2009

）
〇
〔
伝
記
等
〕
近
溪
の
伝
記
・
人
物
像
、
遺
行
、
講
學
活
動
、
勤
務
状
況
に
つ
い

て
は
佐
野
公
治
「
羅
近
渓
の
人
物
像
（
一
）
」
（
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集
・
第
40

号
・

1991
）
、
「
明
代
知
識
人
の
一
側
面
ー
羅
近
渓
の
隠
さ
れ
た
人
間
像
「
（
東
海
学
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園
国
語
国
文
・
四
二
号

1992
）
、
「
羅
近
渓
の
人
間
像
（
二
）
」
（
同
上
・
第
42
号
・

1993
）
、
「
羅
近
渓
の
人
物
像
（
三
）
（
同
上
・
第
43
号

1994
）
」
、
「
羅
近
渓
講
学
紀

年
考
（
一
）
」
（
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
哲
学

1999
）
、
「
羅
近
渓
講
学
紀
年

考
（
二
）
」
（
同
上

2000
）
、
森
紀
子
『
転
換
期
に
お
け
る
中
国
儒
教
運
動
』
（
第
四

章
・

2005
）
を
参
考
に
し
て
い
る
。
〇
本
稿
の
『
伝
習
録
』
は
「
伝
」
に
略
す
。
ま
た

本
稿
の
傍
線
、
（
）
、
《
》
、
『
』
は
筆
者
が
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
〇
本
稿
で
使

用
す
る
「
本
末
格
物
説
」
と
は
、
格
物
の
物
を
『
大
学
』
の
「
物
有
本
末
」
の
「
物

」
と
す
る
格
物
説
で
あ
る
。
こ
の
格
物
説
は
本
末
の
分
別
意
識
を
織
り
込
み
規
範
・

秩
序
意
識
を
重
視
す
る
傾
向
を
示
す
。
拙
稿
1
「
良
知
現
成
論
者
の
考
察
ー
渾
一
と

一
貫
の
指
点
か
ら
ー
」
（
日
本
中
国
学
会
報
・
第
五
十
八
集

2006
）
。
拙
稿
2
「
陽
明

門
下
良
知
非
現
成
論
に
お
け
る
本
末
格
物
説
の
考
察
ー
羅
念
庵
・
胡
盧
山
を
中
心
に

し
て
ー
」
（
活
水
論
文
集
・
第
五
十
四
集

2011
）
拙
稿
3
「
王
門
後
学
に
於
け
る
良
知

説
の
変
容
と
解
体
の
諸
相
ー
「
泰
州
」
「
江
右
」
の
本
末
格
物
説
を
通
し
て
ー
」
（

活
水
論
文
集
・
第
六
十
一
集

2018
）
、
中
純
夫
氏
「
本
末
格
物
論
攷
」
（
日
本
中
国
学

会
報
・
第
六
十
二
集

2010
）
を
参
照
。 

(

2)

「
先
生
之
学
、
以
赤
子
良
心
、
不
学
不
慮
為
的
、
以
天
地
万
物
同
体
徹
形
骸
、

忘
物
我
為
大
。
」
（
『
明
儒
学
案
』
巻
34
泰
州
学
案
・
羅
近
渓
小
伝
）
。 

(

3)

胡
宏
（
字
仁
仲
、
号
五
峰
。

1105
～

1155
）
。
『
胡
宏
集
』
「
知
言
」
文
王
（
中
華

書
局
・
理
学
叢
書
p20
）
「
人
君
聨
属
天
下
以
成
其
身
者
也
。
内
選
於
九
族
之
親
、
礼

其
賢
者
、
表
而
用
之
、
以
聨
属
其
親
。
外
選
於
五
方
之
人
、
礼
其
英
傑
、
引
而
進
之

以
聨
属
其
民
。
」 

(

4)

拙
稿
「
万
暦
三
十
一
年
白
鷺
洲
書
院
問
答
を
め
ぐ
っ
て 

ー
万
暦
期
思
潮
解
明
の

た
め
の
覚
え
書
き
ー
」
（
活
水
日
文 

36
・

1998
）
）
参
照
。 

(

5)

近
渓
が
、
王
心
斎
と
同
樣
の
本
末
格
物
説
で
あ
る
こ
と
は
、
既
に
註
（
１
）
拙

稿
１
で
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
近
渓
の
格
物
論
に
つ
い
て
は
荒
木
見
悟
『
明
末
宗
教

思
想
研
究
』
（

p343
・
383
。

1979
）
で
概
略
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

(

6)

「
比
聯
第
帰
家
、
苦
格
物
莫
暁
、
乃
錯
綜
前
聞
、
互
相
参
訂
、
説
殆
千
百
不
同

、
毎
有
所
見
、
則
以
請
正
先
君
、
先
君
亦
多
首
肯
、
然
終
是
不
為
釈
然
。
」
（

p251
） 

(

7)

「
某
至
不
才
、
然
幸
生
儒
家
、
方
就
口
食
、
先
妣
即
自
授
孝
経
小
学
論
孟
諸
書

、
而
先
君
遇
有
端
緒
、
毎
指
点
目
前
、
孝
友
和
平
、
反
覆
開
導
。
故
尋
常
於
祖
父
伯

叔
之
前
、
嬉
游
於
兄
弟
姉
妹
之
間
、
更
無
人
不
相
愛
厚
。
但
其
時
気
体
孱
弱
、
祖
父

最
是
憐
念
不
離
。
」
（

p251
） 

(

8)

「
某
初
日
夜
想
做
個
好
人
、
而
科
名
宦
業
、
皆
不
足
了
平
生
、
卻
把
近
思
録
、

性
理
大
全
所
説
工
夫
、
信
受
奉
行
、
也
到
忘
食
寢
、
忘
死
生
地
位
。
病
得
無
奈
。
卻

看
見
伝
習
録
説
、
諸
儒
工
夫
未
是
、
始
去
尋
求
象
山
、
慈
湖
等
書
。
然
于
三
先
生
所

謂
工
夫
每
有
窒
礙
。
病
雖
小
愈
、
終
沉
滯
不
安
。
」
（
p52
） 

(

9)

「
万
起
万
滅
之
私
、
乱
吾
心
久
矣
。
今
当
悉
皆
掃
去
以
全
吾
湛
然
之
性
。
」
（

読
書
録
・
巻
一
） 

(

10)

「
利
根
之
人
一
悟
本
体
即
是
功
夫
、
人
己
内
外
一
斉
倶
透
了
。
其
次
（
中
下
）

不
免
有
習
心
在
、
本
体
受
蔽
。
故
且
教
在
意
念
上
実
落
為
善
去
悪
、
功
夫
熟
後
、
渣

滓
去
得
尽
時
、
本
体
亦
明
尽
了
。
（
中
略
）
無
善
無
悪
是
心
之
体
、
有
善
有
悪
是
意

之
動
、
知
善
知
悪
是
良
知
、
為
善
去
悪
是
格
物
。
只
依
我
這
話
頭
随
人
指
点
、
自
沒

病
痛
、
此
原
是
徹
上
徹
下
功
夫
。
利
根
之
人
、
世
亦
難
遇
。
本
体
功
夫
一
悟
尽
透
。

此
顏
子
、
明
道
所
不
敢
承
当
、
豈
可
軽
易
望
人
。
（
其
次
の
中
下
）
人
有
習
心
、
不

教
他
在
良
知
上
実
用
為
善
去
悪
功
夫
、
只
去
懸
空
想
箇
本
体
（
光
景
）
、
一
切
事
為

倶
不
著
実
、
不
過
養
成
一
箇
虚
寂
。
」
（
伝
・
下
115
）
〔
＊
（
）
内
は
筆
者
〕 

(

11)

「
従
前
為
（
龍
渓
の
）
良
知
時
時
見
在
一
句
誤
却
、
欠
却
培
養
一
段
工
夫
。
培

養
原
属
收
歛
翕
聚
。
甲
辰
夏
因
静
坐
十
日
、
恍
恍
見
得
。
又
被
龍
渓
諸
君
一
句
転
了

。
」
（
羅
念
庵
集
・
巻
三
・
与
尹
道
輿
）
、
「
蓋
自
有
知
以
来
各
就
気
質
偏
重
処
、

積
染
成
習
、
遂
与
良
知
混
雑
而
出
。
如
油
入
麵
未
易
脱
離
。
故
雖
雑
念
已
除
、
而
此

習
気
消
磨
難
尽
。
」
（
同
上
巻
八
・
松
原
志
晤
）
。
王
門
の
習
気
に
関
す
る
議
論
は

拙
稿
「
念
庵
と
双
江
に
つ
い
て
」
（
都
城
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
報
告
第
13
号

1979

）
を
参
照
。 

(

12)

「
苦
格
物
莫
暁
、
乃
錯
綜
前
聞
、
互
相
参
訂
、
説
殆
千
百
不
同
、
・
・
・
、
然

終
是
不
為
釈
然
。
参
年
之
後
、
一
夕
忽
悟
今
説
、
（
中
略
）
。
後
遂
従
大
学
至
善
、

推
演
到
孝
弟
慈
、
為
天
生
明
德
、
本
自
一
人
之
身
、
而
未
及
家
国
天
下
。
（
中
略
）
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而
吾
儕
有
志
之
士
、
必
須
另
開
一
個
蹊
徑
、
以
去
息
念
生
心
、
別
啓
一
個
戶
牖
、
以

去
窮
経
造
理
。
」
（

p251
） 

(

13)

「
庸
奈
何
群
聖
言
堙
、
学
者
往
往
滯
於
事
理
之
末
、
而
鮮
達
乎
性
命
之
源
。
以

想
度
為
探
求
、
而
欲
至
乎
不
思
而
得
之
微
、
以
方
所
為
操
持
、
而
欲
造
乎
不
勉
而
中

之
妙
。
是
皆
擬
聖
太
高
、
覓
道
太
。
」
（
p7
） 

(

14)

「
聖
門
之
知
求
仁
学
者
也
、
曰
一
以
貫
之
。
一
也
者
、
兼
天
地
万
物
、
而
我
其

渾
融
合
徳
者
也
。
貫
者
也
、
通
天
地
万
物
、
而
我
其
運
用
周
流
者
也
。
」
（

p322
） 

(

15)

「
聖
人
、
窮
理
至
命
。
故
常
存
吾
性
至
善
本
源
、
以
御
物
感
参
錯
之
万
用
、
所

以
立
言
垂
訓
、
純
粋
精
詳
、
可
為
至
善
之
準
則
。
」
（

p314
） 

(

16)

「
心
以
宰
身
、
則
万
善
皆
従
心
生
、
雖
謂
天
命
皆
善
、
無
不
可
也
。
心
以
従
身

、
則
衆
悪
皆
従
身
造
、
雖
謂
気
質
乃
有
不
善
、
亦
無
不
可
也
。
」
（
p88) 

(

17)

「
無
声
無
臭
」
の
語
は
、
朱
子
学
に
と
っ
て
重
要
な
指
標
で
あ
り
東
林
学
の
顧

憲
成
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
無
声
無
臭
は
、
吾
儒
の
所
謂
空
な
り
。
無
善
無
悪
は

、
二
氏
の
所
謂
空
な
り
。
名
は
似
て
実
は
違
う
な
り
。
」
（
小
心
斉
箚
記
・
巻
四
）

（
前
出
註
（
4
）
参
照
） 

(

18)

「
蓋
性
之
為
性
、
乃
乾
坤
神
理
、
無
善
亦
無
不
善
、
無
不
善
而
無
善
、
所
謂
上

天
之
載
、
声
臭
倶
泯
（
「
無
声
無
臭
」
詩
経
・
大
雅
）
、
而
為
善
之
至
焉
者
也
。
」

（
p314
） 

(

19)

陽
明
心
学
の
本
体
は
、
「
無
善
無
悪
、
是
謂
至
善
」
（
伝
・
上
102
）
で
あ
る
。

既
成
の
価
値
・
善
悪
か
ら
超
出
し
、
自
在
に
躍
動
す
る
が
ゆ
え
に
「
無
善
無
悪
」
、

真
な
る
価
値
を
創
出
で
き
る
根
拠
（
至
善
）
の
「
性
善
」
の
本
体
で
あ
る
。
龍
渓
は

「
無
善
無
悪
」
の
方
面
を
純
粋
化
す
る
。
「
至
善
」
を
強
調
す
る
と
、
無
的
（
無
執

着
・
無
定
体
・
無
分
別
・
無
作
為
）
性
格
が
稀
薄
に
な
り
、
「
至
善
」
の
方
面
が
「

性
善
」
の
本
体
と
し
て
前
面
に
で
て
く
る
。
た
だ
「
良
知
」
は
、
各
人
に
委
ね
ら
れ

て
お
り
、
そ
の
「
無
善
無
悪
」
と
「
至
善
」
の
両
相
は
一
味
で
あ
る
も
の
の
、
重
心

の
置
か
れ
方
は
多
様
で
あ
り
、
主
宰
性
の
顕
現
、
発
揮
は
多
彩
と
な
る
。
「
現
成
良

知
」
に
即
し
て
い
う
と
、
分
別
意
識
（
本
体
・
本
末
・
未
已
・
寂
感
・
先
後
・
上
下

・
自
他
な
ど
全
て
の
二
項
関
係
に
生
起
す
る
）
の
有
無
に
よ
り
「
渾
一
」
的
と
「
一

貫
」
的
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

(

20)

「
聖
賢
垂
世
立
教
、
貴
在
平
等
中
庸
、
使
上
智
者
可
以
悟
而
入
、
中
才
者
可
以

率
而
由
。
（
中
略
）
天
下
中
人
多
。
」
（
p87
）
。
「
天
地
能
生
人
以
気
質
、
而
不
能

使
気
質
之
必
帰
天
命
、
能
同
人
以
天
命
、
而
不
能
保
天
命
之
純
全
万
善
。
若
夫
化
気

質
以
為
天
性
、
率
天
性
以
為
万
善
、
其
惟
以
先
知
覚
後
知
、
先
覚
覚
後
覚
也
夫
。
」

（
p88
） 

(

21)

「
当
下
固
難
尽
信
。
然
亦
不
可
不
信
。
如
当
下
是
怵
惕
惻
隠
之
心
、
此
不
可
不

信
者
也
。
当
下
是
納
交
要
誉
之
心
、
此
不
可
尽
信
者
也
。
不
可
不
信
而
不
信
之
、
則

当
下
不
識
本
体
、
此
其
所
以
不
著
察
。
不
可
尽
信
而
苟
信
之
、
則
当
下
冒
認
本
体
。

此
其
所
以
無
忌
憚
也
。
善
学
者
、
在
審
其
幾
而
已
。
」
「
（
怵
惕
惻
隠
）
此
是
聖
体

、
拡
而
充
之
、
便
聖
賢
。
」
（

p402
） 

(

22)

「
習
気
沾
染
不
上
時
、
値
意
念
不
起
、
俄
頃
之
間
、
自
有
悟
処
。
」
（

p739
） 

(

23)

「
溺
於
知
解
意
見
者
、
誤
以
影
響
為
透
悟
」
「
声
利
名
検
（
名
義
・
名
誉
・
法

度
）
之
習
、
除
之
也
易
、
知
識
意
見
之
習
、
除
之
難
。
・
・
・
蓋
宝
（
尊
ぶ
）
習
気

以
為
学
問
、
而
不
知
認
賊
乎
也
。
」
（

p425
） 

(

24)

「
蓋
心
者
、
天
地
人
之
生
理
也
。
即
心
即
事
、
則
生
々
不
息
、
其
幾
既
生
、
則

其
体
自
仁
。
故
渾
厚
毎
従
生
出
、
而
薄
劣
多
由
念
起
。
」
（

p362
）
「
孟
子
云
『
仁
義

礼
智
根
於
心
』
、
則
心
之
為
心
、
視
仁
義
礼
智
而
深
且
宏
也
具
見
矣
。
」
（
p96
） 

(

25)

「
以
意
念
為
心
、
自
孔
孟
以
後
、
大
抵
皆
然
矣
。
又
何
怪
夫
諸
君
之
錯
認
也
耶

。
但
此
個
却
是
学
問
一
大
頭
脳
。
」
（

p182
） 

(

26)

「
入
室
先
須
升
此
堂
、
聖
賢
学
術
豈
多
方
。
念
頭
動
処
須
当
謹
、
挙
足
之
間
不

可
忘
。
莫
因
簡
易
成
疏
略
、
務
尽
精
微
入
細
詳
。
孝
弟
家
邦
真
可
楽
、
通
乎
天
下
路

頭
長
。
」
（
『
王
心
斉
全
集
』
巻
四
・
次
答
友
人
）
（

p219
参
照
） 

(
27)
陽
明
は
意
念
を
必
ず
し
も
否
定
的
に
は
み
な
い
。
「
意
与
良
知
当
分
別
明
白
。

凡
応
物
起
念
処
、
皆
謂
之
意
。
意
則
有
是
有
非
、
能
知
得
意
之
是
与
非
者
、
則
謂
之

良
知
。
依
得
良
知
、
即
無
有
不
是
矣
。
」
（
『
王
文
成
公
全
書
』
巻
六
・
答
魏
師
説

） 

(

28)

「
大
学
原
只
是
一
章
書
、
無
所
謂
経
、
無
所
謂
伝
也
。
亦
無
所
従
缺
、
無
所
従
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補
也
。
」
（
p9
） 

 

(

29)
「
故
・
・
先
致
其
知
、
致
知
在
格
物
。
緊
接
以
物
既
得
其
格
（
則
）
而
善
、
斯

知
其
至
矣
。
此
個
格
物
、
二
千
年
来
、
訓
釈
多
多
少
少
。
芳
（
近
渓
）
不
量
力
、
主

張
茲
説
、
極
知
妄
誕
。
但
聯
絡
文
勢
、
頗
為
貫
串
、
査
対
石
刻
古
文
、
亦
覚
不
相
背

涙
。
」
（

p249
）
「
石
刻
古
文
」
は
『
石
経
大
学
』
と
想
定
し
う
る
が
、
こ
こ
で
は
「

近
似
し
て
い
る
古
文
」
と
し
て
お
き
た
い
。
（
注
（
1
）
拙
稿
1
を
参
照
。
）
な
お

水
野
実
「
『
偽
『
石
経
大
学
』
考
ー
そ
の
出
自
と
流
伝
そ
し
て
波
紋
及
び
異
本
と
原

本
ー
」
（
「
防
衛
大
学
紀
要
」
人
文
科
学
分
冊
・
通
号
・

1985)

が
あ
る
。 

(

30)

「
審
度
思
惟
乎
吾
此
意
心
身
家
国
天
下
、
如
何
而
為
本
為
末
、
（
誠
意
～
平
天

下
）
如
何
而
成
終
。
」
（

p215
） 

(

31)

「
物
有
本
末
、
是
意
心
身
為
天
下
国
家
之
本
也
。
事
有
終
始
、
是
斉
治
平
之
始

於
誠
正
修
也
。
是
有
物
必
有
則
、
有
事
必
有
式
。
一
定
之
格
而
為
明
德
親
民
之
善
之

至
者
也
。
故
知
所
先
後
、
即
知
止
矣
。
」
（
p5
） 

こ
こ
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
「
「
瞿
汝
稷
云
、
『
射
有
参
耦
（
中
略
）
（
物
者

）
画
地
而
定
参
耦
応
止
之
所
、
名
之
物
也
。
』
『
（
故
大
学
言
物
、
是
応
止
之
所
也

。
）
格
、
至
也
。
格
物
也
者
、
至
于
所
応
止
之
所
也
。
』
（
『
瞿
冏
卿
集
』
巻
13
格

物
訓
）
在
瞿
元
立
雖
創
言
之
、
然
与
羅
近
渓
訓
格
為
式
、
『
事
皆
合
式
』
（
『
近
渓

子
集
』
巻
礼
「
物
皆
当
其
則
、
事
皆
合
其
式
」
）
為
格
物
。
字
異
而
義
則
同
也
」
。

（
「
答
万
充
宗
論
格
物
書
」
（
黄
宗
羲
全
集
・
第
十
冊
）
。
瞿
汝
稷
（
字
は
元
立
。

号
は
洞
観
・
太
虚
。
管
東
溟
の
弟
子
。
一
五
四
八
～
一
六
一
〇
） 

(

32)

「
孔
子
志
於
学
、
学
乎
大
学
者
也
。
学
大
学
者
、
必
先
於
格
物
。
格
物
者
、
物

有
本
末
、
於
本
末
而
先
後
之
、
是
所
以
格
乎
物
者
也
。
」
（
p27
）
「
故
知
所
先
後
、

則
近
道
矣
。
而
能
致
其
知
者
、
在
格
物
也
。
是
以
学
必
知
物
、
不
知
乎
物
、
非
知
学

也
。
物
必
知
格
（
格
則
）
、
不
知
乎
格
（
格
則
）
、
非
知
物
也
。
格
必
知
本
末
、
本

末
必
知
先
後
、
不
知
乎
本
末
先
後
、
非
知
格
也
。
斯
格
也
、
物
之
則
也
、
亦
古
之
制

也
。
」
（

p343
） 

(

33)

「
陽
明
先
生
乘
宋
儒
窮
致
事
物
之
後
、
直
指
心
体
、
説
個
良
知
、
極
是
有
功
不

小
。
但
其
時
止
要
解
釈
大
学
、
而
於
孟
子
所
言
良
知
卻
未
暇
照
管
、
故
只
単
説
個
良

知
。
而
此
（
近
渓
）
説
良
知
、
則
即
人
之
愛
親
敬
長
処
言
之
、
其
理
便
自
実
落
、
而

其
工
夫
便
好
下
手
。
且
与
孔
子
仁
者
人
也
、
親
親
為
大
的
宗
旨
毫
髮
不
差
、
始
是
伝

心
真
脈
也
。
」
（
p86
） 

(

34)

「
於
是
取
夫
六
経
之
中
至
善
之
旨
、
集
為
大
学
一
章
、
以
為
修
斉
治
平
規
矩
、

所
謂
格
也
。
其
旨
趣
自
孟
子
以
後
、
知
者
甚
少
。
宋
有
晦
庵
先
生
、
見
得
当
求
諸
六

経
而
未
專
以
孝
弟
慈
為
本
。
明
有
陽
明
先
生
、
見
得
当
求
諸
良
心
、
亦
未
先
以
古
聖

賢
為
法
。
」
（
p5
） 

(

35)

「
致
也
者
、
直
而
養
之
、
順
而
推
之
、
所
謂
致
其
愛
而
愛
焉
而
事
親
、
極
其
孝

、
致
其
敬
而
敬
焉
而
事
長
、
極
其
弟
則
為
父
子
兄
弟
足
法
而
人
自
法
之
。
是
親
親
以

達
孝
、
一
家
仁
而
一
国
皆
興
仁
也
。
敬
長
以
達
弟
、
一
家
義
而
一
国
興
義
也
。
非
所

謂
人
人
親
其
親
長
其
長
而
天
下
平
耶
。
」
（
p86
） 

(

36)

「
所
謂
誠
其
意
者
以
後
、
則
皆
格
物
以
致
其
知
者
也
。
蓋
所
謂
誠
其
意
者
、
即

大
学
之
本
之
始
事
也
。
毋
自
欺
以
至
歴
引
淇
澳
諸
詩
、
康
誥
諸
書
而
及
訟
之
説
者
、

皆
求
夫
誠
意
之
所
以
為
物
之
本
、
所
以
為
事
之
始
、
而
一
一
須
合
夫
至
善
之
格
。
如

是
則
誠
意
為
合
格
、
否
則
為
出
格
。
」
（
p3
）
、
「
大
人
者
以
天
下
為
一
人
者
也
。

身
心
即
是
天
下
国
家
、
而
家
国
天
下
即
是
身
心
。
故
自
誠
意
以
下
、
総
是
敷
衍
物
之

本
末
、
事
之
終
始
、
亦
是
貫
串
本
末
原
止
一
物
、
終
始
原
止
一
事
、
渾
淪
聯
合
、
了

無
縫
罅
。
此
是
大
学
之
大
章
也
。
」
（

p217
） 

(

37)

「
知
止
者
、
即
下
文
格
物
之
本
末
、
而
知
先
立
乎
本
為
天
下
之
至
善
。
（
故
謂

『
知
本
、
此
謂
知
之
至
也
。
』
）
知
本
者
、
則
其
意
在
天
下
国
家
、
自
是
誠
切
而
不

容
已
、
所
謂
定
也
。
能
誠
意
者
、
其
心
中
正
、
無
所
偏
奇
、
無
所
障
礙
、
屹
立
天
地

之
間
、
更
不
揺
動
、
所
謂
静
也
。
意
有
定
向
、
心
既
静
正
、
則
安
身
立
命
、
以
立
天

下
之
大
本
、
慮
善
以
動
、
以
達
天
下
之
大
道
、
而
修
斉
治
平
、
兼
挙
而
無
為
矣
。
」

（
p344
） 

(

38)
「
妄
由
己
、
己
外
無
妄
、
則
一
是
百
是
、
存
養
省
治
、
方
是
覇
柄
在
手
。
・
・

・
莫
非
本
体
、
亦
莫
非
工
夫
、
固
無
善
状
、
亦
無
過
挙
、
亦
何
彼
己
之
可
分
、
而
真

妄
之
可
弁
哉
。
」
（

p400
） 

(

39)

「
分
体
用
、
析
顯
微
、
以
求
道
語
道
。
此
是
孔
孟
過
後
、
宇
宙
中
二
千
年
来
一
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個
大
夢
酣
睡
、
至
今
而
呼
喚
未
醒
者
也
。
」
（

p230
） 

(

40)
「
人
性
相
近
、
是
説
天
下
中
人
最
多
。
（
中
略
）
今
日
吾
済
多
是
中
人
。
既
是

中
人
、
則
遷
善
改
過
、
可
以
勉
強
而
不
終
於
下
愚
。
愛
親
敬
長
、
亦
可
勉
強
而
不
背

乎
上
智
。
」
（

p418
） 

 

(

41)

「
上
根
之
人
、
悟
得
無
善
無
悪
心
体
、
便
従
無
処
立
根
基
、
意
与
知
物
、
皆
従

無
生
、
一
了
百
当
、
即
本
体
便
是
工
夫
、
易
簡
直
截
、
更
無
剩
欠
、
頓
悟
之
学
也
。

中
根
以
下
之
人
、
未
嘗
悟
得
本
体
、
未
免
在
有
善
有
悪
上
立
根
基
、
心
与
知
物
、
皆

従
有
生
、
須
用
為
善
去
悪
工
夫
隨
処
對
治
、
使
之
漸
漸
入
悟
、
従
有
以
帰
于
無
、
復

還
本
体
、
及
其
成
功
一
也
。
世
間
上
根
人
不
易
得
、
（
中
略
）
。
但
吾
人
凡
心
未
了

、
雖
已
得
悟
、
仍
当
隨
時
用
漸
修
工
夫
。
」
（
『
王
龍
渓
全
集
』
巻
一
・
天
泉
証
道

紀
） 

(

42)

本
稿
と
の
視
点
や
や
や
異
な
る
が
、
荒
木
見
悟
氏
も
「
新
し
い
現
成
論
を
確
立

す
る
こ
と
、
こ
れ
が
近
溪
畢
生
の
課
題
で
あ
っ
た
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
（
前

出
註
（
1
）
（
『
明
代
思
想
史
研
究
』

p119
） 

(

43)

「
某
（
近
溪
）
惟
人
之
身
、
必
本
乎
祖
、
人
之
心
必
本
乎
仁
。
身
之
受
形
於
祖

也
、
生
生
不
已
而
族
斯
延
。
心
之
体
仁
于
天
也
、
生
生
不
已
、
而
族
斯
盛
。
」
（

p542

） 

(

44)

「
世
道
之
経
常
、
人
情
之
懿
好
、
聯
属
統
同
、
通
天
下
国
家
而
為
一
己
。
所
謂

、
仁
者
人
也
。
親
親
為
大
。
已
是
融
通
透
徹
、
一
以
貫
之
而
無
怨
矣
。
忠
恕
求
仁
之

宗
、
的
確
必
在
此
時
。
」
（

p242
） 

(

45)

「
宗
也
者
、
所
以
合
族
人
之
渙
而
統
之
同
者
也
。
吾
人
生
、
只
是
一
身
、
及
分

之
而
為
子
姪
、
又
分
之
而
為
玄
曾
、
久
分
而
益
衆
焉
則
為
九
族
。
至
是
、
各
父
其
父

各
子
其
子
、
更
不
知
其
初
為
一
人
之
身
也
已
。
故
聖
人
立
為
宗
法
、
統
而
合
之
、
由

根
以
達
枝
、
由
源
以
及
委
、
雖
多
至
千
万
其
形
、
久
至
千
万
其
年
、
而
触
目
感
衷
、

与
原
日
初
生
一
人
一
身
之
時
、
光
景
固
無
殊
也
。
」
（

p205
） 

(

46)

「
蓋
聖
人
之
学
、
致
其
良
知
也
。
夫
良
知
在
人
、
変
動
而
不
拘
、
渾
然
而
不
缺

、
時
出
而
恒
久
弗
息
者
也
。
今
宗
族
称
孝
、
郷
党
称
弟
、
而
不
善
意
致
其
良
知
者
、

則
執
滞
於
一
節
、
而
変
或
不
通
、
循
習
於
一
家
、
而
推
或
不
広
、
矯
激
於
異
常
、
而

恒
久
可
継
之
道
或
違
焉
。
」
（

p434
） 

(

47)

「
然
世
界
所
以
為
世
界
者
、
不
過
君
臣
父
子
長
幼
朋
友
夫
婦
、
而
成
之
者
則
吾

仁
義
礼
智
信
之
性
、
主
之
者
則
吾
神
明
不
測
之
心
也
。
」
（
p94
） 

 

(

48)

「
惟
居
郷
居
官
、
常
釈
誦
（
解
き
唱
え
）
我
高
皇
帝
聖
諭
、
衍
為
郷
約
、
以
作

会
規
、
而
士
民
見
聞
処
処
興
起
者
、
輒
覚
響
応
。
乃
知
大
学
之
道
、
在
我
朝
果
当
大

明
、
而
高
皇
帝
真
是
挺
生
聖
神
、
承
堯
舜
之
統
、
契
孔
孟
之
伝
而
開
太
平
於
茲
、
天

下
万
世
無
疆
者
也
。
」
（
p5
） 

 

(

49)

「
蓋
人
生
天
地
、
只
患
不
能
安
常
、
果
能
率
其
良
能
、
遍
為
帝
徳
之
能
、
率
其

良
知
、
遍
為
帝
徳
之
知
。
人
人
親
親
長
長
、
任
性
質
之
自
然
、
各
安
其
分
、
只
暁
耕

而
食
、
鑿
而
飲
、
出
而
作
、
入
而
息
、
日
用
飲
食
而
已
、
更
有
何
事
。
此
孔
子
惓
惓

為
政
以
徳
、
只
是
志
大
道
之
公
也
。
我
高
皇
六
諭
、
普
天
率
地
、
莫
不
知
日
用
平
常

、
仰
事
俯
育
、
此
正
王
道
平
平
、
王
道
蕩
蕩
也
、
寧
非
遍
爾
徳
哉
。
」
（

p290
） 

 

(

50)

「
良
知
良
能
、
原
不
待
思
慮
学
習
、
（
中
略
）
赤
子
天
性
、
恍
然
具
在
目
前
、

而
非
意
想
遥
度
。
由
是
従
前
聞
夫
古
聖
之
言
論
、
見
夫
古
聖
之
行
履
、
備
載
于
五
経

四
書
者
、
或
相
為
感
通
、
或
互
為
対
証
、
而
其
益
無
方
。
如
覚
己
所
知
能
軽
易
、
而

失
之
太
過
、
則
以
古
聖
之
成
法
而
裁
抑
之
、
如
覚
己
知
能
卑
弱
、
而
失
不
及
、
則
以

古
聖
之
成
法
而
引
伸
之
、
務
使
五
倫
之
綱
常
、
百
行
之
応
酬
、
皆
帰
純
粋
之
中
、
而

無
偏
駁
之
累
、
可
以
語
賢
聖
矣
。
」
（

p415
） 

(

51)

「
六
経
者
非
他
、
吾
心
之
常
道
也
。
故
六
経
者
、
吾
心
之
記
籍
也
、
而
六
経
之

実
則
具
於
吾
心
。
」
（
『
王
文
成
公
全
書
』
巻
七
・
稽
山
書
院
尊
経
閣
記
） 

(

52)

「
蓋
随
動
随
静
、
皆
是
本
心
、
皆
当
完
養
。
只
完
養
之
法
、
不
可
只
任
自
己
意

思
。
須
時
刻
警
醒
、
必
求
無
愧
古
之
至
聖
。
（
中
略
）
只
時
々
刻
々
、
将
自
己
肝
腸

、
与
経
書
遺
言
、
精
詳
査
対
、
用
力
堅
久
、
則
或
見
自
己
本
心
、
偶
合
古
聖
賢
同
然

処
往
往
常
多
、
然
細
微
曲
折
必
須
印
証
過
後
、
乃
更
無
弊
。
若
初
学
下
手
、
則
必
須

一
一
遵
守
、
就
是
覚
得
古
聖
経
書
於
自
心
未
穏
、
且
当
謙
虚
質
正
先
覚
。
決
不
可
率

意
判
断
以
流
於
猖
狂
自
恣
之
帰
也
。
」
（

p122
） 

(

53)

「
蓋
今
世
講
学
者
、
多
楽
従
易
簡
、
謂
六
経
註
我
、
不
復
更
去
講
究
。
有
稍
知

講
究
者
、
又
旧
時
気
習
已
定
、
謾
将
聖
賢
精
微
之
言
也
、
同
套
話
解
去
。
」
（
p35
） 
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(
54)

「
故
夫
世
之
所
楽
者
、
不
過
是
自
然
而
然
、
従
容
快
活
、
便
叫
做
楽
。
今
細
看

、
天
命
之
性
、
即
是
天
生
自
然
、
率
性
而
行
、
従
容
快
楽
。
」
（

p164
）
「
蓋
天
地
以

生
物
為
心
、
今
日
風
暄
気
暖
、
鳥
鳴
花
発
、
宇
宙
之
間
、
渾
然
是
一
団
和
楽
。
今
日

太
祖
高
皇
帝
教
汝
等
孝
順
和
睦
、
安
生
守
分
、
閭
閻
之
間
、
亦
渾
然
是
一
団
和
楽
。

」
（

p181
） 
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